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多文化共生のまち犬山を目指して
　

み
な
さ
ん
は
、『
多
文
化
共
生
』
と
い
う
こ
と
ば
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。

　

2
0
0
5
年
に
総
務
省
の
ま
と
め
た
多
文
化
共
生
に
関

す
る
、
あ
る
報
告
書
に
は
、「
国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な

る
人
々
が
、
互
い
の
文
化
的
ち
が
い
を
認
め
合
い
、
対
等

な
関
係
を
築
こ
う
と
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
構
成
員
と

し
て
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。

　

簡
単
に
い
う
と
、日
本
か
外
国
か
の
国
籍
に
関
わ
ら
ず
、

「
地
域
住
民
」「
一
市
民
」
ど
う
し
、理
解
し
合
い
あ
い
、

仲
良
く
暮
ら
し
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、「
犬
山
市
に
お
け
る
多
文
化
共
生
の
い
ま
」

を
紹
介
し
ま
す
。

犬山市における外国籍市民の人口推移

リーマンショック
（2008.9.15）

日　本　語：犬山市役所からのお知らせ
ベトナム語：Tạp chí thông tin cuôc sống tại thành phố Inuyama
中　国　語：市政府的通知
スペイン語：Informativo de la Municipalidad de Inuyama
タガログ語：Itong balita ay hatid sa inyo ng Inuyama City Hall

◀�市役所の窓口で、外国籍市民の「医療制度」の手続きに立ち
会う多文化共生推進員の大島さん。「（外国籍市民は）知ら
ないことがたくさんあり、（税金、健康保険、年金等）制度の
内容を理解してもらうための説明に時間がかかります」

◀�「
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
」の

　
外
国
語
版



【
犬
山
市
に
暮
ら
す
外
国
籍
市
民
】

　

犬
山
市
に
は
、現
在
、1
，
9
8
4
人
、

38
か
国
の
外
国
籍
市
民
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
（
平
成
28
年
9
月
末
）。
市
の
総
人
口

7‌

4
，
7
2
8
人
か
ら
、
割
合
に
す
る
と

全
体
の
2
・
65
％
と
な
り
ま
す
。

　

外
国
籍
市
民
が
犬
山
（
日
本
）
に
来
た

目
的
の
多
く
は
、働
く
場
所
を
求
め
た『
就

労
』
や
、
語
学
・
学
術
の
学
び
や
研
究
な

ど
の
『
留
学
』
で
す
。

　

表
紙
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
、
外
国
籍
市
民

の
人
口
が
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
頃
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
籍
が
1
番
多
く
、
ペ
ル
ー

国
籍
が
2
番
め
の
割
合
で
、
就
労
の
た
め

に
来
た
外
国
人
が
多
か
っ
た
こ
と
が
読
み

取
れ
ま
す
。

　

一
方
、
現
在
一
番
多
い
の
は
、
ベ
ト
ナ

ム
国
籍
。
そ
の
多
く
は
学
生
で
す
。

　

就
労
・
留
学
の
た
め
、
一
定
期
間
暮
ら

し
た
あ
と
帰
国
す
る
人
も
い
ま
す
が
、
犬

山
で
家
庭
を
築
き
、
出
産
、
子
育
て
、
教

育
（
就
学
）、
就
職
な
ど
、
犬
山
市
に
生

活
の
基
盤
を
お
き
、
定
住
す
る
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

【
言
葉
・
母
語
・
言
語
】

　

外
国
籍
市
民
と
関
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る

人
な
ら
、
日
本
人
市
民
と
の
様
々
な
違
い

の
中
で
、
真
っ
先
に
気
づ
く
の
は
、
言
葉

の
違
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

国
に
よ
っ
て
使
う
言
葉
も
様
々
で
す
。

外
国
籍
市
民
の
多
く
は
、
英
語
を
母
語
と

し
て
お
ら
ず
私
た
ち
日
本
人
が
、
教
育
の

過
程
で
学
ぶ
英
語
を
使
っ
て
会
話
を
す
る

こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
外
国
籍
市
民
の
日
本
語
の
語
学

力
も
様
々
で
、
日
本
語
で
会
話
で
き
る
人

も
い
ま
す
が
、
会
話
も
読
み
書
き
も
苦
手

と
い
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

【
言
葉
の
壁
】

　

言
葉
が
違
い
、
会
話
が
困
難
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
意
思
が
伝
わ
ら

な
い
と
い
う
こ
と
。
外
国
籍
市
民
と
日
本

人
市
民
が
お
互
い
に
、
話
し
た
い
、
尋
ね

た
い
、
相
談
し
た
い
、
教
え
た
い
こ
と
な

ど
が
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
は
町
内
会
で
、
ス
ー
パ
ー
や
お
店

で
、
保
育
園
・
学
校
で
、
職
場
で
、
病
院

や
公
共
施
設
な
ど
、
生
活
を
す
る
上
で
、

地
域
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
起
こ
り
ま
す
。

【
文
化
・
習
慣
・
考
え
方
】

　

次
に
、
文
化
や
習
慣
の
違
い
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
育
っ
て
き
た
国
の
制
度
、
教
育
、

家
庭
環
境
な
ど
の
違
い
に
よ
り
、
考
え
方

や
習
慣
の
違
い
が
発
生
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
国
で
育
っ
て
き
た
か
ら
と

い
っ
て
、
同
じ
考
え
を
持
っ
て
い
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
の
中
で
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
の
と
同
じ

で
、
同
じ
国
の
人
で
も
ひ
と
く
く
り
に
は

で
き
ま
せ
ん
。

【
問
題
は
誤
解
】

　

外
国
籍
市
民
と
日
本
人
市
民
の
間
に

は
、
言
葉
の
壁
も
あ
り
、『
文
化
が
違
う

か
ら
仕
方
が
な
い
』と
い
う
考
え
方
か
ら
、

多
く
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

一
例
で
す
が
、
外
国
籍
市
民
は
「
ル
ー

ル
を
守
ら
な
い
」
と
言
う
日
本
人
市
民
の

声
を
聞
き
ま
す
。
そ
れ
は
文
化
・
習
慣
の

違
い
と
と
ら
え
、
決
め
つ
け
て
し
ま
う
人

が
い
る
こ
と
が
原
因
の
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
外
国
人
だ
と
い
う
理
由
で
、
ひ
と
く

く
り
に
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
日
本
人
も
外
国
語
が
使
え
ず

ル
ー
ル
を
伝
え
き
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か
。
外
国
籍
市
民
は
「
守
ら
な

い
」の
で
は
な
く「（
守
る
べ
き
ル
ー
ル
が
）

わ
か
ら
な
い
」
の
で
す
。

【
歩
み
寄
り
】

　
『
日
本
で
暮
ら
す
の
だ
か
ら
、
日
本
語

を
学
び
、
日
本
の
ル
ー
ル
を
守
る
べ
き
』

『
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
、
ル
ー
ル
が
わ

か
ら
な
い
か
ら
仕
方
が
な
い
』
と
い
う
よ

う
に
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
、
相
手
に
考
え

方
や
習
慣
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、

お
互
い
が
お
互
い
に
理
解
し
あ
お
う
と
い

う
気
持
ち
で
、
歩
み
寄
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

外
国
籍
市
民
も
日
本
人
市
民
と
同
じ
義

務
と
責
任
を
負
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
同
じ
く

当
然
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
対
等
な
関
係

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
す
べ
て
の
人
が
認

識
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

「
日
本
語
が
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
い
た
め
、
子

ど
も
の
園
で
の
様
子
が
と
て
も
よ
く
わ
か
り
、

あ
り
が
た
い
で
す
」（
外
国
籍
保
護
者
の
声
）

【
み
ん
な
が
考
え
る
】

　

い
か
が
で
す
か
。「
多
文
化
共
生
」
に

つ
い
て
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
か
。

　

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
犬
山
市
が
、
よ

り
よ
い
多
文
化
共
生
の
ま
ち
と
な
る
た
め

に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
外
国

籍
、
日
本
人
に
限
ら
ず
、
何
を
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
ま
ち
で
暮
ら
す
、
み
な
さ
ん
自
身
が
自

分
ご
と
と
し
て
、
共
に
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
市
内
の
多
文
化
共
生
に

  
関
わ
る
団
体
】

○
犬
山
国
際
交
流
協
会

　（
☎
61
・
1
0
0
0
）

外
国
人
向
け
季
刊
誌
で
あ
る
多
言

語
情
報
誌
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発

行
や
日
本
語
教
室
（
毎
週
㊐
）、

英
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
等
の
語
学

講
座
の
開
催
な
ど
多
文
化
共
生
と

国
際
理
解
に
関
わ
る
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

○
N
P
O
法
人
シ
ェ
イ
ク
ハ
ン
ズ

　（
☎
61
・
0
9
7
1
）

主
に
楽
田
地
区
に
お
い
て
、
外
国

籍
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
日
本
語
・

学
習
支
援
や
保
育
園
児
の
就
学
前

指
導
「
プ
レ
ス
ク
ー
ル
」
の
開
催

な
ど
多
文
化
共
生
・
外
国
人
支
援

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

○
名
古
屋
経
済
大
学（
国
際
交
流
室

　 

☎（
代
表
）67
・
0
5
1
1
）

大
学
に
お
け
る
留
学
生
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

2
0
0
1
年
に
犬
山
市
と
産
学
官

連
携
協
定
を
締
結
し
、
地
域
と
の

連
携
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
留
学
生
が
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
や
祭
事
等
に
参
加
す
る
窓
口
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ブラジル出身の大島ヴィルジニア・ユミさんは、犬山市に暮
らす外国人が、地域や社会の一員として安心して生活し活躍
できるよう、外国人相談やコミュティ通訳者の派遣・コー
ディネイト、翻訳業務や多国籍料理の紹介など、日本と海外
の文化、習慣の違いを相互に理解してもらうため、多文化共
生推進員として、日々、奮闘しています。
【外国人相談】　▼ところ　市役所相談室
○ポルトガル語・スペイン語
　　毎週㊎午後 1時〜 4時30分
○英語・タガログ語・中国語
　　原則毎月第 1㊋午後 1時〜 4時30分
▼問合せ先　観光交流課（☎44・0343）

羽黒小、楽田小、南部中学校には、ポルトガ
ル語・スペイン語を母語とする国籍に関わる
子どもたちや家庭のサポート役として、各学
校にひとりずつ、語学指導員が配置されてい
ます。主に国語の時間に行われる個別対応の
授業（日本語の苦手な児童・生徒を別の教室
で授業する）での支援・補助のほか、通知表
や学校のお便りの翻訳などの業務を行い、学
校と家庭との架け橋役を担っています。
▼問合せ先　学校教育課（☎44・0350）

犬山市には、多文化共生推進員がいます 犬山の学校には、語学指導員がいます

出前講座では、消
防本部職員によ
る、消火器の取り
扱いの説明なども
ありました。実際
に「119」 通報を
する体験では、通
報を受けた電話のむこうの職員のことばに、
「？」と思いながらも、受け答える留学生。
会話がちぐはぐになりました。職員（日本人）
にとっても、「自分たちも専門的な用語や難
しいことばづかいを反省し、わかりやすい、
簡単な日本語で伝えることが必要」という気
づきがありました。

＊�コミュニティ通訳は、市の行政サービスに関
することで通訳が必要な時に、観光交流課か
ら派遣されます。

▲�楽田子ども未来園では、園だ
よりがスペイン語に翻訳さ
れ、外国籍市民の保護者に渡
されています。

▲�子ども未来園での保護者面談
にはコミュニティ通訳者（右）
が同席することがあります。

◀�ごみや資源（空
き缶やテレビ）
などのカード
を、正しいと思
う分別容器のイ
ラストの上に置
いてもらいまし
た。

▶
アルミ缶の分別容
器に、プラスチッ
ク容器包装やス
チール缶も…

11月 2 日、名古屋経済大学で市職員による
出前講座が行われました。参加したのは、
主にベトナムや中国からの留学生。環境課
職員がごみの分別を日本語で説明した後、
カードゲーム方式で実際に分別の模擬体験
をしました。

外国籍市民人口の内訳
（言語の種類）

多国籍市民の
地区別割合

462人
23%
ベトナム

（ベトナム語）

329人
17%
中国

（中国語）326人
17%
ペルー

（スペイン語）

280人
14%
フィリピン

（フィリピノ語）

199人,10%
ブラジル

（ポルトガル語）

犬山地区
40.5%

楽田地区
34.0%

羽黒地区
16.8%

城東地区
7.3%

池野地区
1.4%

163人,8%
韓国（韓国語）

11％
その他
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犬山市における
人事行政の
運営等の
状況について

　市では、人事行政運営の公正性、透明性を高めることを目的とし
た「犬山市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」を制定し
ており、今回平成27年度の状況を公表します。
　なお、職員の給与に関する詳細、定員管理関係については全国統
一様式により来年 3月に市ホームページで公表する予定です。
▼問合せ先　総務課（☎44・0302）

❶　職員の任免及び職員数に関する状況
　　（1）職員の採用・退職の状況（平成27年4月1日～平成28年4月1日）

　　（3） 臨時職員等の雇用の状況（平成28年4月1日現在）

平成27年4月1日現在 退職者数 採用者数 平成28年4月1日現在
541人 25人 24人 540人

再任用短時間 嘱託員 臨時的任用職員 パート職員
23人 35人 104人 490人

（2）部門別職員の状況と増減数 （各年4月1日）

部      門 職   員   数 増減数平成27年 平成28年
一般行政部門 359人 360人 1人
特別行政部門（教育・消防） 134人 133人 △ 1人
公営企業等部門（上下水道等） 48人 47人 △ 1人

計 541人 540人 △ 1人

❸　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

区　分
育　　児　　休　　業 介 護 休 暇

平成27年度に新たに取得可能となった職員 前年度から継続して
取得している職員

平成27年度
取得職員対 象 職 員 取 得 職 員

男 性 職 員 18人 0人 0人 0人
女 性 職 員 15人 15人 17人 0人

　　（1） 勤務時間の状況
　　　・勤務時間　午前8時30分～午後5時15分
　　　　（1日7時間45分、週38時間45分）
　　　・休憩時間　午後0時00分～午後1時00分（60分間）
　　　・交代勤務　週38時間45分で勤務を割振り（消防署など）

（2）休暇等の概要
　　・年次休暇　平成27年度平均取得日数:  7.5日
　　・病気休暇　職員が負傷又は疾病のため療養する必要最小限度の期

間（最大:90日間）
　　・特別休暇　公民権の行使、骨髄提供、ボランティア活動、結婚、

産前産後、出産介助、家族・子どもの介護、忌引、父
母の祭日、長期勤続リフレッシュの各休暇　　　（3） 育児休業及び介護休暇の取得状況

　　　・育児休業　子どもが3歳に達するまでの間、養育するために取得
　　　・介護休暇　同居する配偶者や親族を2週間以上にわたり介護するために取得
　　　※いずれの休業もその期間中は無給

（平成28年4月1日現在）

❷　職員の給与の状況
　　（1）職員人件費の状況（平成27年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（平成27年度末） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費比率（B/A） （参考）平成26年度の

人件費比率
74,709人 25,608,974千円 1,090,065千円 4,115,464千円 16.1％ 18.4％

　　（2）職員の初任給の状況（平成28年4月1日現在）
区　　　分 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 183,300円 197,200円

高校卒 149,000円 158,900円

（3）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況 

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 39歳6月 312,400円 391,100円
技能労務職 53歳2月 300,500円 330,100円

代表的な職種 一般事務 保育士 調理員 学校事務員 学校非常勤講師
１時間当たりの賃金 900円 1,035円 1,075円 900円 2,000円

　　（5） 臨時職員等の賃金の状況　（平成28年4月1日現在）

　　（4） 職員手当の状況 （平成28年4月1日現在）

手当の種類 内           容
扶養手当 扶養親族1名につき…6,500円～13,000円。満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子1人につき加算…5,000円
地域手当 支給率…6%
住居手当 借家、借間…家賃額に応じて支給（限度額は月額27,000円）

通勤手当
①交通機関利用者…6か月定期等の最も経済的な額（限度額は月額55,000円）
②交通用具利用者…距離に応じて2,000円～31,600円の範囲内の額
（通勤距離が片道2km未満の職員については支給対象外）

特殊勤務手当 著しく危険、不快、困難その他特殊な勤務についた時に支給…1日若しくは1回当たり150円から2,000円

期末勤勉手当

（平成27年度実績）
　　期末手当
　　勤勉手当

　　6月期
1.225（0.65）月分

0.75（0.35）月分

　　12月期
1.375（0.8）月分

0.85（0.4）月分

　　　計
2.6（1.45）月分
1.6（0.75）月分

　　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有
　　※（　）内は、再任用短時間勤務職員の支給率

退職手当
（支給率）
　　自己都合
　　定　年

勤続20年
20.445月分

25.55625月分

勤続25年
29.145月分

34.5825月分

勤続35年
41.325月分

49.59月分

最高限度額
49.59月分
49.59月分

管理職手当 部長級…82,200円 課長級…66,400円　課長補佐級…51,900円

 分限処分（平成27年度新規）

❹　職員の分限及び懲戒処分の状況
　　（1） 分限処分
　　　　　分限処分は、公務能率の維持を目的として、職員本人の意

に反してその身分に不利益な変動をもたらす処分です。

区　分� 分限の種類 免職 休職 降任 降給
勤務実績が良くない場合 0 0 0 0
心身の故障 0 6 0 0
職に必要な適格性を欠く場合 0 0 1 0
刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

　　（2） 懲戒処分
　　　　　懲戒処分は、公務員としてふさわしくない非行があった場

合に公務員関係の秩序を維持するため、職員の道義的責任を
追及して行う処分です。

区　分� 懲戒の種類 免職 停職 減給 戒告
給与・任用に関する不正 0 0 0 0
一般服務違反関係 0 0 0 0
一般非行関係 0 3 0 0
収賄等関係 0 0 0 0
道路交通法違反 0 0 0 0
監督責任 0 0 0 0

 懲戒処分（平成27年度新規）

❺　職員の服務の状況
　職員は営利企業に従事することは
制限されています。ただし、公務の遂
行に悪影響を及ぼさないものについ
ては、任命権者の許可を受けて従事す
ることができます。

区　　　　分 申請件数 許可件数
会社等の役員の地位を兼ねる場合 0件 0件
自ら営利を目的とする私企業を営む場合 0件 0件
報酬を得て、事業または事務に従事した場合 9件 9件

営利企業等従事許可の状況（平成27年度）

❻　職員の研修の状況
平成27年度犬山市職員研修計画に基づく研修実績

区　　　　分 主　な　研　修　内　容 受講職員数

愛知県市町村振興協会研修センター 一般研修 階層別研修（部長、課長、課長補佐） 8人
専門研修 地方税研修、民法研修、プレゼンテーション研修等 54人

尾張五市二町研修協議会 一般研修 階層別研修（係長以下） 72人
専門研修 接遇研修、法制執務研修 11人

公的機関派遣研修 市町村職員中央研修所、全国市町村国際文化研修所等 7人
その他派遣研修 民間企業等派遣研修、不当要求防止責任者講習会 81人

市自主研修
新規採用予定者研修、メンタルヘルス研修、若手職員研修、人事評価
制度研修、福祉体験研修、協働のまちづくり研修、管理職対象部下育
成研修等

698人

❼　職員の福祉及び利益の保護の状況

区　分 発　生　件　数
傷　病 死　亡

公務災害 2件 0件
通勤災害 1件 0件

　　（1） 職員の健康管理等に関する状況（平成27年度）
区　分 受診職員数

定期健康診断 221人
人間ドック 351人

臨時職員等の健康診断受診者数
412人

（2） 共済制度等の状況					   
　　　・共済制度
　　　　　　　　　加入組織：愛知県市町村職員共済組合
　　　　　　　　　目　　的：職員の福祉向上と生活の安定
　　　　　　　　　制　　度：短期給付（健康保険制度）・
　　　　　　　　　　　　　　長期給付（年金制度）
　　　・互助会制度
　　　　　　　　　組織名称：犬山市職員互助会
　　　　　　　　　目　　的：職員の福利厚生
　　　　　　　　　事 業 費：10,940,192円
　　　　　　　　　市補助金：   3,873,273円
　　　　　　　　　　　　　　（補助率:補助対象事業費の1/2）

　　（3） 公務災害等の発生状況（平成27年度）

❽　公平委員会の業務の状況

年度当初係属件数 年度中申立て件数 年度中処理件数 年度末係属件数
0件 0件 0件 0件

年度当初係属件数 年度中申立て件数 年度中処理件数 年度末係属件数
0件 0件 0件 0件

　　（1） 勤務条件に関する措置の要求の状況（平成27年度）
　　　　　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会

に対して市の当局により適切な措置がとられるべきことを要求
することができます。

　　  平成27年度の状況

　　（2） 不利益処分に関する不服申立ての状況（平成27年度）
　　　　　職員は、懲戒その他意に反する不利益な処分に関して、公平委

員会に不服の申立てをすることができます。
　　  平成27年度の状況

❾　人事評価制度の状況
　「業績評価」「能力態度評価」より、職員の勤務実績や職務に関連する能力、態度等を公平かつ統一的に把握し、職員の人材育成を図り
ます。優秀評価者には手当への反映を実施します。
　評価対象者：休職、育児休業等の職員を除く全正規職員
　評価期間：平成27年4月1日から平成28年3月31日（評価基準日　1月1日）

�　退職管理の状況
　犬山市職員の退職管理に関する条例及び規則（平成28年4月1日施行）に基づき、退職の日から2年間は、離職前5年間の職務に属する
ものに関し、職務上の行為をするように、又はしないように要求すること、又は依頼することを禁止しています。また、一定の職位以上
で退職した者については、離職後2年間は再就職先等を届け出るよう義務付けています。
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ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
3
つ
の
重
点
施
策
を
柱
に
、

メ
リ
ハ
リ
が
あ
り
、
実
効
性
の
あ
る
、

犬
山
ら
し
い
計
画
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　市総合計画審議会からの答申の後に、この素案に対
して、広くみなさんの意見・提案を募集します。
▼�募集期間　12月27日㊋〜平成29年 1 月20日㊎午後 5
時まで（予定）
※�審議会の検討状況などにより変更となる場合があり
ます（その際は市ホームページなどでお知らせします）。
▼�素案の公表　①市役所本庁舎 1階ロビー、企画広報
課窓口、各出張所、市立図書館で閲覧（※閲覧時間：
午前 8時30分〜午後 5時15分（㊏㊐㊗、12/29〜1/3を除く。
市立図書館は開館時間内））②市ホームページに掲載

▼�意見・提案の提出方法
　�期間中に住所、氏名（団体としての意見であれば団
体名）を記入して次の 1 〜 4の方法で提出してくだ
さい（様式は任意）。

※電話や口頭による意見は受け付けできません。
1 .Eメール　010100＠city.inuyama.lg.jp 
2 .FAX　44・0360
3 .郵送　〒484-8501　犬山市大字犬山字東畑36番地　
　　　　　市役所企画広報課あて
4 .窓口へ直接　企画広報課か各出張所へ
▼意見・提案の取り扱い
　�　みなさんからの意見・提案は、取りまとめの上、
回答とあわせて市ホームページおよび市役所企画広
報課窓口にて公表します。その際、住所・氏名など
の個人情報を除き、内容が公表されます。
　�　なお、個別に回答はしませんので、あらかじめご
了承ください。
▼問合せ先　企画広報課（☎44・0312）　

■第5次犬山市総合計画改訂版（素案）に関するパブリックコメントを募集（予定）！

　

広
報
11
月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
市
で
は
計
画
の
中
間
年
に
あ
た

る
今
年
度
、
第
5
次
犬
山
市
総
合
計
画
見
直
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、
外

部
検
討
組
織
で
あ
る
犬
山
市
総
合
計
画
審
議
会
で
は
熱
心
な
議
論
が
続
い
て
い
ま

す
。
順
調
に
進
め
ば
、
年
内
に
は
審
議
会
か
ら
答
申
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し

て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
最
終
的

に
は
市
議
会
の
承
認
を
い
た
だ
く
こ
と
で
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
が
、
現
時
点
で

議
論
さ
れ
て
い
る
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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野村陵太選手森万由子選手 小長谷研二選手

　

国
内
外
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
ス

イ
マ
ー
が
直
接
教
え
る
ス
イ
ム
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
9
日
㊗
午
後
1
時

〜
4
時
30
分
（
予
定
）

▼
と
こ
ろ　

犬
山
国
際
観
光
セ
ン

タ
ー「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
フ
ロ
イ
デ
」

▼
ゲ
ス
ト

小こ

長ば

谷せ

研
二
選
手
（
２０１


６
リ

オ
五
輪　

4
0
0
m
リ
レ
ー
8
位

入
賞
）

野
村
陵
太
選
手
（
2
0
1
6
ジ
ャ

パ
ン
オ
ー
プ
ン
50
m
平
泳
ぎ
3
位
）

森
万
由
子
選
手
（
2
0
1
6
ジ
ャ

パ
ン
オ
ー
プ
ン
50
m
背
泳
ぎ
3
位
）

▼
内
容　

模
範
泳
、
ス
イ
ム
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
記
念
撮
影

▼
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
ま
た

は
フ
ロ
イ
デ
ス
ク
ー
ル
会
員
で
、

4
泳
法
す
べ
て
で
25
m
以
上
泳
げ

る
18
歳
以
下
の
人
（
小
中
学
生
は

保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

■
犬
山
商
工
会
議
所

　
新
春
講
演
会

　

犬
山
商
工
会
議
所
で
は
、
公
益

社
団
法
人
小
牧
法
人
会
犬
山
支
部

と
共
催
で
、
商
工
業
の
振
興
と
豊

か
な
社
会
生
活
を
目
指
し
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
28
日
㊏
午
後
4
時

〜
5
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

名
鉄

犬
山
ホ
テ
ル
2
階
彩
雲
の
間

▼
講
師　

作
家
童ど

う

門も
ん

冬ふ
ゆ

二じ

氏

▼
演
題　

歴
史
に
見
る
激
動
期
の

経
営
者　

▼
定
員　

先
着
2
5
0

■
市
消
防
出
初
式

▼
と
き　

1
月
8
日
㊐
午
前
9
時

30
分
〜　

▼
と
こ
ろ　

す
る
す
み

ふ
れ
あ
い
広
場
（
荒
天
の
場
合
は

南
部
公
民
館
で
式
典
の
み
実
施
）　

▼
参
加
団
体　

消
防
本
部
・
署
、

消
防
団
、
危
険
物
安
全
協
会
（
エ

ナ
ジ
ー
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
）、

東
部
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
楽
田
婦

人
消
防
ク
ラ
ブ　

▼
内
容　

分
列

行
進
、
初
期
消
火
訓
練
、
は
し
ご

乗
り
、
一
斉
放
水
、
消
防
広
場
開

催
（
式
典
終
了
後
）　

▼
問
合
せ

先　

消
防
本
部
消
防
総
務
課
（
☎

65
・
３１２２



）

　

犬
山
新
成
人
の
集
い
実
行
委
員

会
が
企
画
運
営
す
る
「
犬
山
新
成

人
の
集
い
2
0
1
7
」
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き　

1
月
8
日
㊐
午
前
11
時

〜
午
後
2
時
（
午
前
10
時
受
付
開

始
）　

▼
と
こ
ろ　

名
鉄
犬
山
ホ

テ
ル
彩
雲
の
間　

▼
会
費　

2
，

0
0
0
円（
当
日
受
付
で
支
払
い
）　

▼
内
容　

ゲ
ー
ム
や
思
い
出
の
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
恩
師
と
の
懇
談

等
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
！（
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
式
）　

▼
対
象　

平
成
8
年
4
月
2
日
〜

9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

※
犬
山
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
対

象
者
に
は
、
12
月
に
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
。
市
外
に
住
ん
で
い
る

■
犬
山
新
成
人
の
集
い
2
0
1
7

人
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
住

所
・
氏
名
な
ど
を
事
務
局
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
い
の
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
新
成
人
の
集
い
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

新
成
人
の
集
い
実

行
委
員
会
事
務
局
（
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
☎
44
・

0
3
5
3
）（T

w
itter

＝＠
_inu

yam
a2017

）

■
議
員
と
語
ろ
う
!!

　

市
議
会
が
積
極
的
な
政
策
提
言

を
行
う
た
め
、「
市
民
と
の
意
見

交
換
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
常
任
委
員
会
ご
と

に
3
つ
の
会

場
に
分
か

れ
、
皆
さ
ん

と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま

す
。

　

大
勢
の
皆

さ
ん
の
参

加
、
意
見
を

お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
と
き

1
月
14
日
㊏
午
後
2
時
〜
（
各
会

場
90
分
程
度
）

▼
と
こ
ろ

［
総
務
委
員
会
］
市
役
所
2
階

2
0
5
会
議
室

［
民
生
文
教
委
員
会
］
市
民
健
康

館
さ
ら
・
さ
く
ら
交
流
ホ
ー
ル

［
建
設
経
済
委
員
会
］
エ
ナ
ジ
ー

サ
ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ
（
犬
山
市
体

育
館
）
2
階
多
目
的
室

▼
内
容　

意
見
交
換
会

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
合
せ
先　

議
事
課
（
☎
44
・

0
3
0
7
）

■
臨
時
的
任
用
職
員
募
集

▼
職
種　

事
務
職　

▼
勤
務
場
所　

企
画
広
報
課　

▼
業
務
内
容　

広

報
紙
等
編
集
業
務
、
窓
口
お
よ
び

電
話
対
応
な
ど　

▼
応
募
資
格　

パ
ソ
コ
ン
操
作
経
験
者　

普
通
自

動
車
運
転
免
許
所
持
者　

▼
勤
務

日
数　

月
21
日
勤
務　

▼
勤
務
時

間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
（
う
ち
休
憩
60
分
）　

▼
賃

金
日
給　

7
，
2
0
0
円
（
通
勤

距
離
2
㎞
以
上
は
距
離
に
応
じ
て

通
勤
手
当
支
給
）　

▼
雇
用
期
間　

平
成
29
年
2
月
20
日
〜
3
月
31
日　

▼
募
集
人
員　

1
人　

▼
社
会
保

人　

▼
入
場
料　

無
料　

▼
申
込

み　

犬
山
商
工
会
議
所
（
☎
62
・

５２３３



、
F
A
X
61
・
３
９
８

６
）
へ

※
犬
山
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.inuyam

a-cci.
or.jp

）
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

募
　集

険　

加
入　

▼
雇
用
保
険　

加
入　

▼
選
考
方
法　

面
接
（
選
考
日
は

1
月
26
日
㊍
午
前
を
予
定
し
て
い

ま
す
）　

▼
申
込
み　

12
月
15
日

㊍
〜
平
成
29
年
1
月
16
日
㊊
ま
で

に
市
所
定
の
履
歴
書
1
通
（
写
真

貼
付
）
を
総
務
課
職
員
担
当
（
☎

44
・
０３０２



）
へ

※
郵
送
の
場
合
は
、
1
月
16
日
㊊

（
必
着
）、
必
ず
返
信
先
住
所
氏

名
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒
（
82

円
切
手
添
付
）
を
同
封

※
口
利
き
な
ど
の
紹
介
行
為
が

あ
っ
た
場
合
は
、
即
不
採
用
と
な

り
ま
す
。※
市
所
定
の
履
歴
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
し
く
は
、
総
務
課
で
配

布
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

▼
定
員　

先
着
80
人

▼
参
加
料　

5
0
0
円　
（
施
設

使
用
料
、
写
真
代
含
む
）

▼
申
込
み　

12
月
23
日
㊗
午
前
9

時
か
ら
犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー

2
階「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
フ
ロ
イ
デ
」

受
付
に
参
加
料
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。（
1
回
の
申
し

込
み
で
1
人
ま
で
。
定
員
に
な
り

次
第
終
了
）

※
当
日
、
受
付
で
施
設
使
用
料
を

支
払
え
ば
、
誰
で
も
見
学
で
き
ま

す
（
写
真
撮
影
不
可
）。

※
休
館
日
（
26
日
㊊
、
12
月
28
日

㊌
〜
1
月
3
日
㊋
）
は
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
フ

ロ
イ
デ
（
☎
61
・
7
2
7
2
）

トップスイマーと
泳ごう！！

犬山市体育館オープニング記念事業
＊ネオホッケーとは、初めてでも年齢問わず手軽にできる
　 6人制スポーツ（室内で行うホッケー）です。

事 業 名 第 1回犬山市オープンネオホッケー大会
と　 き 2月 5日㊐午前 9時〜午後 4時50分

競技内容
勝ち点方式による予選リーグにて予選順位を決定し、
予選上位チームによる決勝トーナメントにて勝者を決定する。
※2014年度 4月版日本フロアボール連盟ネオホッケー競技ルールによる。

部　 門
①一般混成の部（中学生以上）　②シニア混成の部（40歳以上）　③小学生の部
※各部門とも、登録は12名以内
※①および②については、常に女性が 2名以上競技していること。③は男女問わず。

申 込 み

事務局に電話連絡のうえ、 1月27日㊎までに申し込んでください。
※当日は屋内専用の運動できるシューズを持参してください。
※用具は貸し出します。
※スポーツ保険等への加入は各自でお願いします。
※当日、サブアリーナで開催するネオホッケー体験会に参加を希望する人は、事前に申し込んでください。

参 加 料 参加無料、一般観覧無料
問 合 せ 犬山ポタリングクラブ大会事務局　大橋（☎61・0308）

※体育館は土足厳禁のため上履きをお持ちください。
※�オープニング記念事業とは、新体育館を核とした地域の活性化を図ることを目的に、オープンを記念しスポーツや健康づくりへ
の取り組みの促進に繋がる事業として広く募集を行い、市が採択した事業です。

▲昨年の様子

▲昨年の様子
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▼申込み　�1 月 5 日㊍〜13日㊎までに、①講座名②クラス③郵便番号および住所④氏名⑤携帯電話番号または昼間連絡のつく
連絡先を犬山国際交流協会事務局（☎61・1000、FAX63・0156、Eメールiia＠grace.ocn.ne.jp、〒484-0086　犬山
市松本町四丁目21番地）へ直接、電話、メール、FAXでお申し込みください。

※メール、FAXは返信を確認してください。　※第 2・ 4㊊、㊏㊐㊗を除く平日午前 9時〜午後 5時）

講
　座

　

今
年
度
は
、
仏
・
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ド

イ
ツ
で
ワ
イ
ン
醸
造
に
活
躍
す
る

日
本
人
の
存
在
に
注
目
。
ワ
イ
ン

づ
く
り
で
国
際
交
流
に
貢
献
し
て

い
る
人
た
ち
に
思
い
を
馳
せ
、
新

春
を
祝
い
ま
せ
ん
か
。
日
本
人
な

ら
で
は
の
上
品
で
繊
細
な
味
わ
い

の
ワ
イ
ン
ば
か
り
を
揃
え
、
入
山

ソ
ム
リ
エ
の
詳
し
い
解
説
付
き
で

す
。

　

ワ
イ
ン
に
ピ
ッ
タ
リ
の
お
つ
ま

み
も
サ
イ
ト
ウ
ハ
ム
様
の
協
力
を

得
て
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
員
の
ジ
ャ
ク
リ
ー

ン
・
シ
ュ
ピ
ー
ザ
さ
ん
も
出
席
予

■
若
年
者
就
職
相
談

　

就
職
活
動
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
の
あ
る
人
、
大
学
・
高
校
等
を

卒
業
後
も
未
就
職
で
あ
る
人
な
ど

が
早
期
に
就
職
で
き
る
よ
う
、
専

門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
に

関
す
る
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
求

職
活
動
に
悩
ん
で
い
た
り
、
誰
か

に
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

1
月
10
日
㊋
午
後
1
時

〜
、
午
後
2
時
〜
、
午
後
3
時
〜　

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
2
階
相
談
室

②　

▼
対
象　

45
歳
未
満
の
若
年

者
（
大
学
、
短
大
等
の
学
生
を
含

む
）
ま
た
は
そ
の
家
族　

▼
相
談

内
容　

自
己
分
析
の
仕
方
、
面
接

で
の
自
己
ア
ピ
ー
ル
の
仕
方
等　

▼
定
員　

各
時
間
先
着
1
人

▼
申
込
み　

12
月
19
日
㊊
か
ら
産

業
課
（
☎
44
・
0
3
4
0
）
へ
。

※
開
設
日
の
1
週
間
前
の
時
点
で

予
約
が
な
い
場
合
、
今
回
の
相
談

窓
口
の
開
設
は
中
止
し
ま
す
。

定
で
す
。

▼
と
き　

1
月
22
日
㊐
午
後
1
時

〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
国
際

観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ
2
階
多

目
的
研
修
室　

▼
内
容　

ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
、
赤
白
ワ
イ
ン

の
試
飲
な
ど　

▼
講
師　

ソ
ム
リ

エ
入
山
泰
之
氏
（
日
本
ソ
ム
リ
エ

協
会
認
定
シ
ニ
ア
ソ
ム
リ
エ
お
よ

び
シ
ニ
ア
ワ
イ
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）　

▼
参
加
料　

1
，
７
０

０
円（
協
会
会
員
1
，
5
0
0
円
）

※
事
前
の
窓
口
で
の
お
支
払
い
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
定
員　

先
着
25
人　

▼
持
ち
物　

グ
ラ
ス
2
脚
（
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
が

理
想
で
す
が
、
普
段
ワ
イ
ン
を
飲

ん
で
い
る
器
で
可
）

※
お
車
を
運
転
し
て
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

▼
申
込
み　

12
月
19
日
㊊
〜
窓

口
、
12
月
20
日
㊋
〜
メ
ー
ル
、
電

話
（
平
成
27
、
28
年
度
協
会
会
員

の
み
）、
F
A
X
で
、
1
月
6
日

㊎
ま
で
に
、
件
名
「
ワ
イ
ン
講
座

申
込
」
と
し
、
参
加
者
氏
名
（
一

人
4
名
分
ま
で
、全
員
分
）、住
所
、

電
話
番
号
を　

犬
山
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
☎
61
・
1
0
0
0　

F
A
X
63
・
0
1
5
6
、
E
メ
ー

ルiia
＠
g
ra
ce.o

cn
.n
e.jp

、

〒
484

−

0
0
8
6
犬
山
市
松
本
町

四
丁
目
21
番
地
犬
山
国
際
観
光
セ

ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ
1
階
）
へ

※
第
2
・
4
㊊
、
㊏
㊐
㊗
を
除
く

平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

相
　談

　地域で防災・減災を推進する「防災リーダー」の養
成を目的に、防災の基礎知識を修得する講座です。地
域の“危険”を知り、災害を想像するところからはじ
めてみませんか。
▼と　き　① 1月21日㊏午後 1時〜 4時
（ 3日間）② 1月22日㊐午前10時〜午後 4時
　　　　　③ 1月28日㊏午前 9時〜午後 4時
▼ところ　①小牧市役所（小牧市堀の内三丁目 1番地） 6階601会議室
　　　　　②午前＝小牧市民会館（小牧市小牧二丁目107番地）、
　　　　　　午後＝小牧市役所 6階601会議室
　　　　　③小牧消防署（小牧市安田町119番地） 3階講堂
▼内　容　�避難所運営ゲーム（HUG）、災害図上訓練（DIG）、応急手当実習、

救急救助実習、講演など
▼講　師　小牧防災リーダー会他
▼対　象　�5 市町（犬山市、江南市、大口町、扶桑町、小牧市）に在住の地域

防災に関心がある高校生以上の人
▼定　員　先着40人　▼参加料　無料
▼申込み　�12月26日㊊までに住所、氏名・ふりがな、年齢、電話番号を市地域

安全課（☎44・0346、FAX44・0367、Eメール010400＠city.inuya
　　　　　ma.lg.jp）へ
※講座全日出席者には『修了証』を発行します。

講師　入山泰之氏

■
家
具
等
転
倒
防
止

　
器
具
取
付
事
業

　

地
震
発
生
時
の
家
具
に
よ
る
ケ

ガ
を
防
ぐ
た
め
、
高
齢
者
世
帯
や

障
が
い
の
あ
る
人
の
い
る
世
帯
を

対
象
に
、
家
具
に
転
倒
防
止
器
具

を
取
り
付
け
る
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
1
世
帯
あ
た
り
4
点
ま

で
の
家
具
に
無
料
で
取
り
付
け
ま

す
。

▼
対
象
世
帯

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯　

②
介
護
保
険
の
要
介
護
、
ま

た
は
要
支
援
の
認
定
者
が
い
る
世

帯　

③
障
が
い
者
の
い
る
世
帯

④
そ
の
他
①
〜
③
に
準
ず
る
世
帯

▼
申
請
期
間　

平
成
29
年
2
月
10

日
㊎
ま
で

▼
申
請
書
提
出
先　

地
域
安
全

課
、
各
出
張
所
（
申
請
書
は
提
出

先
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）　

▼
問
合
せ
先　

地
域

安
全
課
防
災
担
当
（
☎
44
・
０
３

４
６
）

■
不
審
火（
放
火
）に

　
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

放
火
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇�

ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

〇�

夜
間
、家
の
周
り
は
明
る
く
し
、

燃
え
や
す
い
も
の
は
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇�

家
や
物
置
の
施
錠
管
理
を
き
ち

ん
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

〇�

ご
近
所
で
声
を
か
け
あ
い
、
放

火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
に
、

努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
65
・
3
1
2
3
）

ワイン講座

『新春を
ワインで寿

ことほ

ぐ』

5市町合同　防災カレッジ・地域防災リーダー養成講座 第一回「ジャッキーのドイツの部屋」国際交流員によるドイツ語講座
A） 基礎コース
ドイツ語を初めて勉強する人、または以前に勉強して復
習したい人のための入門・初級ドイツ語講座です。日常
会話に使う表現や文法の基礎を楽しく勉強しましょう！
B） 応用コース（中級レベル）
ドイツ語能力を活かして、読解、文法、語彙の知識を深
めるための講座です。ドイツ語の簡単な文章や新聞の記
事を読むことによって、ドイツ語でドイツの文化などに
ついて学んだり、ドイツ語の文章を書いたりします。レ
ベルアップを目指しましょう！
▼と　き　 1月17日㊋〜 3月21日㊋までの毎週火曜日
　　　　　（全10回）
　　　　　A） 午後 6時〜 6時50分 	
　　　　　B） 午後 7時10分〜 8時
▼ところ　 市役所 2階　205会議室
▼講　師   ジャクリーン・シュピーザ（市国際交流員）
▼定　員　先着各20人　▼受講料　6,500円

　ドイツの部屋は、ドイツの文化や習慣を紹介する不定
期に行うイベントです。第一回はドイツの年末年始の習
慣を紹介します。ドイツ語の回と日本語の回があります。
みなさんの参加をお待ちしています。
▼と　き　 1月19日㊍
　　　　　Ⅰ.ドイツ語（上級レベル以上）

　　　　　　　　　＝午後 6時〜 7時
　　　　　Ⅱ.日本語＝午後 7時15分〜 8時15分
　　　　　（※Ⅰ、Ⅱは同じ内容です）
▼ところ　犬山国際観光センターフロイデ 3階会議室 3
▼講　師　ジャクリーン・シュピーザ（市国際交流員）
▼対　象　Ⅰ.ドイツ語が話せる人（上級以上）
　　　　　Ⅱ.どなたでも
▼定　員　先着各15人
▼参加料　500円

生
　活
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健 康 ーナーコ民市健 康 ーナーコ民市
▶市民健康館（☎63・3800）（FAX65・3080）㊏㊐㊗を除く午前 8時30分〜午後 5時▶市民健康館（☎63・3800）（FAX65・3080）㊏㊐㊗を除く午前 8時30分〜午後 5時

健 康 ーナーコ民市

■
選
ん
で
楽
し
く
健
康

レ
ス
ト
ラ
ン
（
食
事

バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
）

　

食
べ
た
献
立
を
本
物
そ
っ
く
り

の
食
品
サ
ン
プ
ル
の
中
か
ら
選
ん

で
セ
ン
サ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
の

せ
る
と
、
カ
ロ
リ
ー
や
栄
養
成
分

が
一
目
で
分
か
り
ま
す
。（
予
約

不
要
・
時
間
内
で
あ
れ
ば
随
時
受

け
付
け
）

▼
と
き　

12
月
21
日
㊌
午
前
10
時

〜
正
午
（
受
け
付
け
終
了
は
15
分

前
ま
で
）　

▼
内
容　

栄
養
バ
ラ

ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
ア
ド
バ
イ
ス　

▼
対
象　

ど
な
た
で
も　

▼
参
加

料　

無
料　

▼
持
ち
物　

健
康
手

帳　

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先　

市

民
健
康
館

■
か
ん
た
ん
体
操
で
動
け
る
体
づ
く
り

　
〜
運
動
不
足
解
消
の
た
め
の
ひ
と
工
夫
〜

■高齢者用肺炎球菌ワクチンの
　予防接種はお済みですか

▼
と
き　

1
月
17
日
㊋
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館　

▼
講
師　

健
康
運

動
指
導
士　

松
本
佐
恵
子　

▼
定

員　

先
着
50
人

▼
参
加
料　

３００


円　

▼
持
ち

物　

健
康
手
帳
、
上
履
き
用
運
動

靴
、
水
分
補
給
用
飲
み
物　

▼
申

込
み　

12
月
19
日
㊊
か
ら
市
民
健

康
館
へ
（
電
話
可
）

市民健康館　各種相談ガイド1 月
問合せ先　市民健康館

相　談 と　き 内　容 対象 担　当

①いきいき
　健康相談

18日㊌
13：30〜14：30

心と体に関する相談や
家族の健康に関する相
談など

ど
な
た
で
も

保健師・看護師

②栄養士による
　栄養相談

18日㊌
13：30〜14：30

栄養に関する相談 管理栄養士

③おくすり
　なんでも相談

18日㊌
13：30〜15：00

薬に関する相談
ごとう薬局
薬剤師
後藤三吉

④アルコール
　相談

14日㊏
10：00〜15：00

飲酒に関する悩み相談 断酒会会員

は
ち
ま
る
く
ん
だ
よ
り

〜
犬
山
扶
桑
歯
科
医
師
会
〜

『
口
の
中
は
大
嵐
』

　

風
の
強
か
っ
た
雨
上
が
り
、
風

通
り
の
悪
い
場
所
（
道
の
コ
ー

ナ
ー
等
）
に
目
を
や
る
と
、
枯
れ

葉
や
ゴ
ミ
が
た
ま
っ
て
い
て
決
し

て
き
れ
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
私

の
間
、
歯
並
び
が
で
こ
ぼ
こ
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
吹
き
だ
ま
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
番
奥

の
親
知
ら
ず
は
、
周
り
が
ゴ
ミ
箱

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。一
度
、

大
き
な
口
を
開
け
て
、
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

歯
み
が
き
で「
み
が
け
て
い
る
」

と
「
み
が
い
て
い
る
」
は
違
い
ま

た
ち
の
口
の
中
も
同
様
な
こ
と
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
朝
ご
は
ん
に
米
、
味

噌
汁
、焼
き
魚
、漬
け
物
、の
り
、

生
卵
な
ど
。
洋
食
な
ら
ば
、
ト
ー

ス
ト
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
、

サ
ラ
ダ
、
ハ
ム
な
ど
。
様
々
な
も

の
を
食
べ
る
た
め
、
口
の
中
は
大

嵐
で
す
。
上
下
の
奥
歯
、
歯
と
歯

す
。
歯
科
医
院
で
歯
み
が
き
指
導

を
受
け
、
自
分
に
あ
っ
た
み
が
き

方
を
身
に
つ
け
、
み
が
き
残
し
の

な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

②�60歳以上65歳未満の人で、心臓、腎臓または呼吸器の機能に一定の障害
を有する人で身体障害者手帳1級相当の人、または医師が、それに相当す
ると判断した人（※身体障害者手帳のコピーまたは医師の診断書が必要）
※すでに肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがある人は対象外です。
※75歳以上で経過措置以外の人は任意接種の助成が可能です。
　（自己負担4,000円）
▼問合せ先　保健センター（☎61・1176）

65歳 昭和26年 ４ 月 ２ 日〜昭和27年 ４ 月 １ 日生まれの人

70歳 昭和21年 ４ 月 ２ 日〜昭和22年 ４ 月 １ 日生まれの人

75歳 昭和16年 ４ 月 ２ 日〜昭和17年 ４ 月 １ 日生まれの人

80歳 昭和11年 ４ 月 ２ 日〜昭和12年 ４ 月 １ 日生まれの人

85歳 昭和 6年 ４月 ２日〜昭和 7年 ４月 １日生まれの人

90歳 大正15年 ４ 月 ２ 日〜昭和 2年 ４月 １日生まれの人

95歳 大正10年 ４ 月 ２ 日〜大正11年 ４ 月 １ 日生まれの人

100歳 大正 5年 ４月 ２日〜大正 6年 ４月 １日生まれの人

　高齢者の肺炎の約半数は、肺炎球菌が原因とされています。肺炎球菌ワ
クチンは、肺炎のすべてを予防するワクチンではありませんが、接種する
ことによって重症化防止などの効果が期待されます。今年度、対象となる
人には、4月に予診票を送付しました。まだ接種が済んでいない人は期限ま
でに接種してください。
▼接種回数　生涯1回
▼接種費用　ワクチン代2，000円（接種時に医療機関へ支払う）、生活保護・
非課税世帯は無料（※該当すると思われる人は、接種前に、保健センター
へ問い合わせてください）
▼接種期間　平成29年3月31日㊎まで
▼接種医療機関　犬山市・江南市・大口町・扶桑町の受託医療機関で接種
することができます。
※それ以外の医療機関（愛知県内・県外）で接種を希望する人は、事前に
保健センターでの手続きが必要です。
▼接種対象者
①平成28年度に65歳、70歳、75歳、80歳、
　85歳、90歳、95歳、100歳となる人

犬
けんけん

健チャレンジ
対象事業

エアフィー 犬健チャレンジ対象事業

犬
健
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

らくらく筋トレ体操6回シリーズこころリフレッシュ体操

▼ところ　市民健康館
▼内容　ヨガによる呼吸法や初心者でも楽しく取
り組めるエアロビクスなど　▼講師　インストラ
クター後藤美穂、保健師　▼対象　市民ならどな
たでも　▼定員　先着30人　▼参加料　1500円
▼持ち物　健康手帳、水分補給用飲み物
▼申込み　12月22日㊍から市民健康館へ（電話可）
※動きやすい服装で参加してください。

▼ところ　市民健康館　▼講師　健康づくり推進
員、健康運動指導士　▼対象　市内在住の人（初
めての人優先）　▼定員　20人　▼参加料　600円
（初回に集金）　　▼持ち物　健康手帳、室内用運
動靴、水分補給用飲み物　▼申込み　12月20日㊋
から市民健康館へ（電話可）
※動きやすい服装で参加してください。

　寒い季節、家にこもりがちになりますが、外へ
出掛け、からだもこころもリフレッシュしませんか。
▼とき（全 5回）　午後 1時50分〜 3時20分

　肩こり・転倒予防に効果的な椅子に座ってでき
る「らくらく体操」を中心に、筋力低下を防ぐ体
操を行います。
▼とき　（全 6回）　午後 1時30分〜 3時第 1回 1月17日㊋ 第 4回 2月14日㊋

第 2回 1月31日㊋ 第 5回 2月21日㊋
第 3回 2月 7日㊋

第 1回 1月11日㊌ 第 4回 2月 1日㊌
第 2回 1月18日㊌ 第 5回 2月 8日㊌
第 3回 1月25日㊌ 第 6回 2月15日㊌
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家族でつくろう、うちの自慢メニュー
～わが家のおいしいごはん～ ■母子健康手帳の交付と説明会 

▼と　き　毎週㊋
　（㊗および年末年始を除く）
　受付時間：午前 9時〜 9時15分
　（この後約 1時間の説明あり）
▼�持ち物　妊娠届出書、筆記用具、個人番号カード
または個人番号通知カード、身分確認書類（個人
番号カードをお持ちの場合は不要）
※�公的機関発行の顔写真がついていない身分確認書
類（健康保険証、国民年金手帳等）は 2点必要です。
▼�ところ・問合せ先
　保健センター（☎61・1176）
※�説明会に参加できない人は、
　保健センターまで
　問い合わせてください。

■青少年の非行・被害防止に取り組む県民運動
　12月20日㊋～1月10日㊋
　「非行の芽　はやめにつもう　みな我が子」 
　冬休みは、解放感から青少
年が有害環境に接する機会が
多くなる時期です。家庭、学
校、地域社会がそれぞれの果
たすべき役割を認識し、大人
が率先して規律ある行動を示
すとともに、青少年を取り巻く有害環境を浄化し、
青少年を犯罪から守りましょう。
※�12月23日㊎〜平成29年1月5日㊍に青少年健全育成
推進員および青少年センター運営委員による見回
りを行います。
▼問合せ先　文化スポーツ課（☎44・0353）

■「おしゃべりサロン　わの会」のおばあちゃんたちと交流しました！ 
　おばあちゃんたちとふれあったのは、楽田東子ども未来園の年
長児18人。10月26日、山崎集会所で、お抹茶をお運びしたあと、
歌を披露したり、いっしょに手遊びをしました。

■冬休み・中学生限定！  コミュニティバス無料乗車 
　冬休み期間中に無料で乗車できる回数券（ 5枚つづり）を市内在住の中学生
に配布します。図書館や市内各施設等への移動手段としてぜひ利用してください。
▼利用日　12月23日㊗、26日㊊〜28日㊌、 1月 5日㊍の 5日間
▼対　象　市内在住の中学生　　　　▼対象路線　市内全 8路線
▼乗車券（回数券）配布方法　
①市内中学校に在学の中学生には、冬休み前に学校を通じて配布します。
②①以外の中学生には個別に、地域安全課窓口で配布します。希望の人は、利
用日までに生徒手帳など該当者が中学生であることを確認できるものと、健康
保険証などの本人確認できるものを持って手続きしてください。（代理手続き可）
▼利用方法
回数券と一緒に配布するチラシや市ホームページで確認してください。
※�路線毎に運行する曜日が異なりますので、バス停の表示や路線図兼時刻表を
確認してください。路線図兼時刻表は、市役所および各出張所、市ホームペー
ジにあります。http://www.city.inuyama.aichi.jp/　
▼問合せ先　地域安全課（☎44・0347）

コミュニティバス 検索←

また園にも
遊びにきてね

おおきな栗の木の下で♪

レシピ提供者

吉田由
ゆ

夏
か

さん（小学 5年生）

※こもちあゆの季節は、9月から11月初旬です。（本コンテストの実施が秋でしたので、秋メニューを紹介しています）

〈作り方〉
①�あゆに塩をふり、30分くら
いおく。
②�Aの調味料を鍋に入れ、弱
火で加熱する。
③�①のあゆをグリルで両面焼
く。
④�あゆの背

せ

身
み

の部分に②をぬ
り、こげ目がつくまでグリ
ルで焼く。

（第10回　全国親子クッキングコンテスト　犬山地区大会　入賞作品）

【献立テーマ】 秋満
まん

載
さい

　吉田家の大好きメニュー
【献立名】 こもちあゆでんがく

子どもたちの元気な舞
　原神楽保存会（楽田）では、江戸末期から始まったとされ
るお囃子と子供獅子舞を地区に受け継いでいます。
　今年は小学 4年生から 6年生までの計 6人の男の子が、平
日の夜、 7日間集まって獅子舞を練習し、10月 9 日㊐に行わ
れた 神社の秋祭りで、練習の成果を披露しました。

民生委員さんに表彰状
「平成28年度全国民生委員児童委員連合会会長表彰」で
優良民生委員児童委員協議会として表彰された犬山北地
区民生委員児童委員協議会の平成28年度役員の皆さん
が、10月24日、山田市長へ表敬訪問しました。市長は、
「民生委員さんの力はなくてはならないもの。これから
もよろしくお願いします。」と感謝を伝えました。

みんなの願い
　羽黒地区朝日神楽保存会では、戦後から始まった伝統行事
を地区の財産とし、保存伝承しています。毎年子どももお年
寄りも参加し、10月 9 日㊐、比良賀神社で行われた秋祭りで
は、地域住民の親睦、末永い伝統の継承と豊作の願いが込め
られたお囃子の音色が境内に鳴り響きました。

▲写真左から　武藤さん、澤野さん、髙橋さん、市長、久野さん、奥村さん

犬山市子育て情報

材　料
（4人分）

こもちあゆ �  4 尾
塩 �  少々

でんがくみそ �  大さじ 4
みりん �  大さじ 2
さとう �  小さじ 1

Ⓐ 愛知県子育て応援マスコット・
キャラクター「はぐみん」
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ジェネリック医薬品3
　ジェネリック医薬品を使用すると、医療費の負担軽減につながり
ます。
 ジェネリック医薬品(後発医薬品)とは、先発医薬品と治療学的に
同等であるものとして承認され、一般的に研究開発に要する費用
が低く抑えられることから、先発医薬品に対して価格が安くなって
います。
　ジェネリック医薬品の利用を希望する意思を医療機関等に伝え
るための、「希望シール」を保険年金課、各出張所で無料配布して
います。健康保険証の余白に貼り付けて利用できます。

　平成27年度診療分のデータを分析すると、受診件数では、循環器系の疾患が17.6％を占めて１位。糖尿病など
の内分泌系の疾患が17.3％、眼及び付属器の疾患が続きます。
　かかった費用で分類すると、１位は循環器系の疾患で16.7％、２位は新生物（がんなど）で13.0％、３位は内分泌
系の疾患で11.1％でした。

　昨年度の国保の医療費総額（皆さんが医療機関で支払った金額と、国民健康保険から支払った金額の合計）
は、約62億1千万円。被保険者一人当たりに換算すると、犬山市では約33万1千円でした。愛知県下市平均の約
31万5千円と比較すると、約1万6千円上回っています。

250,000
H24 H25 H26 H27

260,000
270,000
280,000
290,000
300,000
310,000
320,000
330,000
340,000
350,000

（円）

（年度）

（単位：円）１人当たり医療費の推移

１人当たり医療費の推移

犬山市

県下市平均

年　度

犬山市

県下市平均

平成24

323,844

289,942

平成25

327,080

297,013

平成26

323,625

301,834

平成27

331,822

315,547

疾病分類別の受診件数

循環器系の疾患
28,812件
(17.6%)

内分泌系の疾患
28,267件
(17.3%)

筋骨格系の疾患
14,134件 (8.6%)

消化器系の疾患
10,387件
(6.3%)

その他の疾病
49,175件
(30.0%)

眼及び付属器の疾患
17,820件 (10.9%)

呼吸器系の疾患
15,176件 (9.3%)

163,771
件

疾病分類別の費用額

循環器系の疾患
9億円

(16.7%)

新生物
（がんなど）

7億円
(13.0%)

内分泌系の疾患
6億円

(11.1%)呼吸器系の疾患
4億円
(7.4%)

その他の疾病
18億円
(33.2%)

精神、行動障害
5億円 (9.3%)

筋骨格系の疾患
5億円 (9.3%)

※歯科及び、データ化されていないレセプトを除いた集計となります

54億円

ジェネリック医薬品を
希望します

昨年度の医療費の状況2

犬山市の国保加入者に多い病気 （受診件数、費用額とも平成27年度分）4

国保
だより

　平成27年度の犬山市国民健康保険特別会計の決算状況について報告します。

退職者制度の
交付金
２億２千万円
2.4％

県支出金
3億5千万円

3.8％

介護納付金
3億4千万円　4.1％

後期高齢者支援金
10億1千万円
12.1％

共同事業拠出金
17億2千万円
20.7％

保険給付費
51億円　61.2％

前年度繰越金
9億5千万円
10.2％

その他の収入
1億1千万円
1.2％

その他の支出
1億6千万円
1.9％

一般会計からの繰入金
4億6千万円5.0％

国庫支出金
13億4千万円
14.4％

収入合計 92億7千万円

支出合計 83億3千万円

国民健康保険税
17億円
18.3％

共同事業交付金
17億8千万円
19.2％

前期高齢者交付金
23億6千万円
　25.5％

　昨年度は、年間の保険税額の上限を引き上げ、医療保険分は51万円、後期高齢者支援分を14万円、介護保険
分を12万円とし、合計77万円としました。しかし、国民健康保険の加入者は、平成27年度末で18,170人と、1年前
の18,831人に比べ3.5％減少しています。
　その結果、収入の基礎となる保険税収入は、前年度比で-1.0％、約1千800万円の減収となりました。また、前期
高齢者交付金が前年度より約1億2千800万円減額となりました。
　歳出は、その約６割を占める保険給付費が、前年度比で-0.1％、約600万円の微減となり、その他の支出の多く
も減額となりました。しかし、共同事業拠出金が制度改正により前年度比で138.8％増、約10億円の増額となり、収
入合計から前年度繰越金を除いた単年度収支は約600万円の赤字となりました。

・前期高齢者（65～74歳）の
医療給付などに対する交付金

・保険財政の安定化のため27年度から
拡大された医療費に対し交付される
共同事業のための交付金

・加入者の皆さんが納めた
国民健康保険税

・社会保険から支払われる退職
者制度の交付金や国、県からの
補助金などの合計が、約19億1
千万円（収入全体の20.6％）

・加入者の皆さんが使った医療費
への支払額など

・共同事業のための拠出金 ・後期高齢者医療制度
のための支援金

※医療費に伴う支払額が支出全体の94.0％

国保財政の状況1

▼問合せ先　保険年金課国民健康保険担当 （144・0327）
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■平成27年度温室効果ガス排出量について
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度
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理
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用
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①
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搬
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等
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、

②
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■
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成
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い
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【
面
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と
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▼
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課
（
☎
44
・

0
3
4
5
）

平成27年度市民 1人あたりの処理費� （単位：円）

①収集運搬費 ②中間処理費 ③最終処分
　・その他 合計

処理費 364,488,113 427,583,306 238,632,936 1,030,704,355

1 人あたり処理費 4,879 5,723 3,194 13,796

（小数点以下四捨五入　平成28年 3 月末人口74,709人）

ら
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、
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み
の
処
理
に
よ
る
設
備

等
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か
る
負
担
を
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必
要
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▼
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課
（
☎
44
・
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4
4
）

　市は自らが事業者として地球温暖化対策に取り組むため、市の事務等で排出する温室効果ガスの削減を
目指す「第 2次犬山市地球温暖化対策実行計画」を策定し、平成30年度の温室効果ガス排出量を平成22年
度比5.2％削減することを目標としています。
　平成27年度の温室効果ガス排出量は約7,601t-CO2となり平成22年度比16.0％削減となりました。
▼問合せ先　環境課（☎44・0345）

【温室効果ガス排出量】

区　　分 平成22年度（基準年度）
［t-CO2］

平成30年度（目標値）
［t-CO2］

平成27年度実績値
［t-CO2］

増減値（基準年度比）
［t-CO2］

増減率（基準年度比）
［％］

電気 6,862 6,011 5,735 -1,127 -16.4％
プロパンガス 753 715 643 -110 -14.6％
都市ガス 510 473 441 -69 -13.5％
灯油 306 260 220 -86 -28.1％
重油 107 102 91 -16 -14.9％
軽油 47 44 45 -2 -4.3％

ガソリン 141 99 105 -36 -25.5％
ごみ焼却量 325 325 322 -3 -0.9％
合計 9,051 8,029 7,602 -1,449 -16.0％
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に
つ
い
て

　

ラ
イ
ン
大
橋
（
車
道
）
お
よ
び

管
理
橋
（
歩
道
）
の
維
持
管
理
工

事
の
実
施
に
伴
い
、
次
の
と
お
り

交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
規
制
期
間　

車
道
＝
1
月
6
日

㊎
〜
31
日
㊋
、
3
月
1
日
㊌
〜
3

日
㊎
、
歩
道
＝
1
月
16
日
㊊
〜
21

日
㊏
、
3
月
4
日
㊏
〜
11
日
㊏　

※
㊐
㊗
の
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

▼
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時　

▼
規
制
内
容　

車
道
＝
片

側
交
互
通
行
、
歩
道
＝
全
面
通
行

止
め　

▼
問
合
せ
先　

ラ
イ
ン
大

橋
管
理
組
合
事
務
局
（
市
土
木
管

理
課
☎
44
・
0
3
3
4
）

■
愛
知
県
道
路
公
社
の

　
回
数
券
の
ご
利
用
・

　
払
い
戻
し
は
お
早
め
に

　

知
多
半
島
道
路
を
は
じ
め
8
路

線
が
10
月
か
ら
愛
知
道
路
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
運
営
と

な
っ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
愛
知

県
道
路
公
社
の
回
数
券
払
い
戻

し
・
交
換
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
回
数
券
利
用
可
能
期
間　

平
成

29
年
3
月
31
日
ま
で

▼
回
数
券
払
戻
・
交
換
実
施
期
間

平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で

▼
問
合
せ
先　

愛
知
県
道
路
公
社

本
社
（
☎
052
・
9
6
1
・
１
６
２

１
）
※
交
換
後
の
回
数
券
利
用
可

能
路
線
な
ど
の
詳
細
は
、
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ

い
。h

ttp
://w

w
w
.a
ic
h
i-

dourokousha.or.jp/

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年

1
月
1
日
時
点
の
状
況
で
課
税
さ

れ
ま
す
。

●
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
を
取
り

壊
し
た
と
き

　

名
古
屋
法
務
局
春
日
井
支
局

（
☎
81
・
3
2
1
0
）
で
滅
失
登

記
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
市
税
務
課
窓
口
で
の
手
続
き
は

あ
り
ま
せ
ん
。）

●
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
取

り
壊
し
た
と
き

　

税
務
課
窓
口
へ
「
家
屋
取
り
壊

　

確
定
申
告
が
不
要
な
給
与
所
得

者
等
の
人
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
先

団
体
に
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
」

を
申
請
し
て
い
る
と
、
確
定
申
告

を
行
う
こ
と
な
く
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
係
る
寄
附
金
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
人
に
つ
い
て
は

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
を
申
請
し
て

も
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
6
団
体
以
上
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

特
例
を
申
請
し
た
人

・
医
療
費
控
除
の
申
告
等
で
、
確

定
申
告
ま
た
は
市
民
税
・
県
民
税

の
申
告
を
し
た
（
す
る
）
人

■
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
に
は
届
出
を
！

■
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
に
つ
い
て

し
届
出
書
」
を
提
出
（
所
有
者
の

認
印
が
必
要
）
す
る
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
電
子
申
請
・
届

出
シ
ス
テ
ム
」
で
届
け
出
し
て
く

だ
さ
い
。http://w

w
w
.city.inu

yam
a.aichi.jp/online/zunshi/

1001362.htm
l

※
家
屋
取
り
壊
し
届
出
書
を
年
末

ま
で
に
提
出
さ
れ
な
い
と
き
は
、

翌
年
度
も
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

税
務
課
資
産
税
担

当
（
☎
44
・
0
3
1
5
）

・
寄
附
し
た
翌
年
1
月
1
日
の
住

所
地
が
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
市

町
村
で
な
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
変
更
の
届
け
出
が
さ
れ
て

い
な
い
人

※
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
を
適
用
さ

れ
な
く
な
っ
た
人
が
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
係
る
寄
附
金
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
寄
附
金
の
領
収
書

を
添
付
の
上
、
確
定
申
告
に
お
い

て
寄
附
金
額
を
申
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

税
務
課
市
民
税
担

当
（
☎
44
・
0
3
1
4
）

す
。
貸
出
方
法
や
粉
砕
機
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

環
境
課
（
☎
44
・

0
3
4
4
）
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■
県
営
名
古
屋
空
港

　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

年
末
年
始
の
長
期
休
暇
等
は
、
空

港
の
駐
車
場
が
満
車
に
な
り
駐
車
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
空
港
へ

は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

名
古
屋
空
港
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
（
☎
29
・
1
6
0
0
）

■
堀
部
邸
の

　
予
約
見
学
期
間

　

木
之
下
城
伝
承
館
堀
部
邸
は
次
の

期
間
、
見
学
に
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
期
間
中
も
、
貸
館
と
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
期
間　

12
月
19
日
㊊
〜
3
月
17
日

㊎　

▼
予
約
・
問
合
せ
先　

堀
部
邸

（
☎
90
・
3
7
4
4
午
前
10
時
〜
午

後
4
時
、
㊊
㊋
、
12
月
28
日
㊌
〜
1

月
5
日
㊍
は
除
く
）

▼利用方法
①�協定保養所へ電話で申し込む（「愛知県後期高齢者医療の被保険者である」
と伝えてください）。

②�宿泊当日に「後期高齢者医療被保険者証」を持って行き、宿泊施設の窓口
で保険証を（利用2回目以降の人は「利用カード」も併せて）提示する（保
険証の提示がない場合は、助成を受けられません）。

③通常料金から1,000円を差し引いた額で支払いができる。
《初めて助成を利用する場合》
協定保養所から「利用カード」を1枚渡します（このカードで利用回数を確
認します。なくさないでください）。
▼問合せ先
愛知県後期高齢者医療広域連合　給付課（☎052・955・1205）

　愛知県後期高齢者医療制度に加入している人は、下記の宿泊施設（協定保
養所）に宿泊すると、 1泊あたり利用料金が、加入者 1人につき1,000円安
くなります（平成28年 4 月 1 日から平成29年 3 月31日宿泊分まで、全保養所
合わせて 4回まで）。
　同窓会や仲間での会合など、お得に利用できます。

協定保養所名 電話番号
犬山市 レイクサイド入鹿 67・3811
東浦町 あいち健康の森プラザホテル 0562・82・0211
田原市 シーサイド伊良湖 0531・35・1151
蒲郡市 サンヒルズ三河湾 0533・68・4696
豊田市 豊田市　百年草 0565・62・0100
桑名市 名古屋市休養温泉ホーム　松ヶ島 0594・42・3330

後期高齢者医療制度加入者に協定保養所利用料を助成
〜保養所でのんびり過ごしてみませんか〜

第60号⑧

【問合せ先　９時～ 17 時 】
　ＮＰＯ法人犬山市体育協会事務局
　ＴＥＬ・ＦＡＸ（５４）１０１６
　Email  office@inuyama-taikyou.net
　　

【問合せ先　９時～ 17 時 】
　ＮＰＯ法人犬山市体育協会事務局
　ＴＥＬ・ＦＡＸ（５４）１０１６
　Email  office@inuyama-taikyou.net
　　

♦第19回　Ｎittaku 杯
　　　　　　ﾐｯｸｽﾀﾞﾌﾞﾙｽ卓球大会

10 月 9 日　ｴﾅｼﾞｰｻﾎﾟｰﾄｱﾘｰﾅ( 犬山市体育館 )

▼ベテランの部
優　勝　五十嵐弘美・伊藤幸弘
準優勝　臼井智美・和田賢二
▼青年の部
優　勝　安藤みなみ・安藤史弥
準優勝　大鶴美早沙季・伊藤俊輔

参
加
者
募
集

▼
と
　
き
　
平
成
29
年
１
月
15
日
㊐
午
前
８
時
45
分

▼
と
こ
ろ
　
モ
ン
デ
ウ
ス
飛
騨
位
山
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

▼
対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
市
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
所
属
す
る
人

▼
部
　
門
　
男
子
の
部
（
60
歳
以
上
・
50
歳
以
上
・
40
歳
以
上
・
40
歳
未
満
）
・       

　
　
　
　
　
女
子
の
部
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
学
生
・
中
学
生
）・
ス
ノ
ー
ボ
ー

　
　
　
　
　
ド
の
部
（
男
女
）

▼
参
加
料
　
一
人
　
１
，
０
０
０
円
　
ジ
ュ
ニ
ア
は
無
料
（
当
日
徴
収
）

▼
申
込
み
　
12
月
20
日
㊋
～
Ｈ
29
年
１
月
６
日
㊎
に

　
　
　
　
　
犬
山
市
体
育
協
会
事
務
局
ま
で
（
電
話
可
）

▼
そ
の
他
　
ポ
ー
ル
レ
ッ
ス
ン
を
１
月
８
日
㊐
・
２
月
12
日
㊐
ア
ル
コ
ピ
ア

他
で
開
催
（
参
加
料
は
実
費
）
希
望
者
は
１
月
６
日
㊎
正
午
ま
で

に
犬
山
市
体
育
協
会
事
務
局
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　※

本
大
会
は
四
市
交
歓
体
育
大
会
の
予
選
を
兼
ね
ま
す
。

◆
市
民
冬
季
ス
キ
ー
大
会

　
10
月
23
日
㊐
エ
ナ
ジ
ー
サ
ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ
（
犬
山
市
体
育
館
）
で
講
師
に

日
本
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
名
誉
コ
ー
チ
の
為
国
正
氏
を
迎
え
、
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
近
隣
市
町
や
京
都
・
大
阪
・
奈
良
の
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
協
会
員
61
人
と
一
般
参
加
者
25
人
が
熱
心
に
受
講
し
ま
し

た
。

　
一
般
参
加
者
の
渡
辺
こ
こ
ろ
さ
ん
（
東
小
５
年
）
は
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
参
加
。「
ボ
ー
ル
を
打
つ
時
の
力
の
入
れ
加
減
が
難
し
い
。

で
も
ラ
リ
ー
が
続
く
と
楽
し
い
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　 　
　犬
山
市
体
育
館
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
事
業

◆
誰
で
も
楽
し
め
る
『
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室
』

◆
錦
秋
の
中
山
道
の
自
然
を
満
喫

　
11
月
３
日
㊗
落
合
宿
か
ら
妻
籠
宿
ま
で
15
キ
ロ
を
参
加

者
56
名
で
歩
く
「
体
協
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
好
天
に
恵
ま
れ
、
石
畳
の
遊
歩
道
を
標
高
８
０
１
メ
ー

ト
ル
の
馬
籠
峠
に
向
か
っ
て
元
気
よ
く
歩
き
ま
し
た
。
峠

か
ら
大
妻
籠
に
至
る
道
が
、
中
山
道
の
醍
醐
味
で
す
。
往

時
の
宿
場
町
の
風
景
が
残
る
街
道
を
歩
く
と
、
参
加
者
も

気
分
は
江
戸
時
代
の
旅
人
。
会
話
も
弾
み
、
秋
の
ハ
イ
キ

ン
グ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

夏季市民水泳大会結果
8 月 21 日　犬山中学校

200M メドレー
小学生男子　大海慶悟
中学生男子　神谷信乃介
中学生女子　尾関喬音
一般 (29 歳以下 ) 男子　渡辺達也
一般 (30 歳代 ) 男子　　紀藤雄一郎
50Ｍ自由形
小学生男子　佐野太優
小学生女子　山崎才智穂
中学生男子　石本雄也
中学生女子　後藤さやか
一般 (29 歳以下 ) 男子　長谷川創星
一般 (29 歳以下 ) 女子　本庄伽名
一般 (30 歳代 ) 男子　　芝田雅司
一般 (40 歳代 ) 男子　　平　陽呂志
50Ｍ平泳ぎ
小学生男子　永柄楓生
小学生女子　山崎和泉
中学生男子　松浦亮人
中学生女子　村上果那
一般（29 歳以下）男子  堀本凛太郎
一般（29 歳以下）女子  青山華子
一般（30 歳代）男子　  芝田雅司
一般（40 歳代）男子　  渕上　卓
一般（50 歳代）男子　  井川　靖
一般（60 歳以上）男子  神谷　誠
50M 背泳ぎ
小学生男子　大海瞬己
小学生女子　酒井莉里花
中学生男子　永柄晃生
中学生女子　山口穂菜美
一般（29 歳以下）男子　大野祐司

一般（２９歳以下）女子　福岡茉桜
50Ｍバタフライ
小学生男子　川出翔満
小学生女子　酒井莉里花
中学生男子　深町玲樹
中学生女子　日比野スミレ
一般（29 歳以下）　松浦唯人
一般（29 歳以下）　福岡茉桜
一般（30 歳代）男子　　熊﨑宏治
一般（40 歳代）男子　　福生真樹
一般（50 歳代）男子　　秋野友広
一般（60 歳以上）男子　神谷　誠
200Ｍメドレー
小学生男子　タカギＳＴジュニア
小学生女子　タカギＳＴジュニア
中学生男子　城東中Ａ
中学生女子　城東中Ａ
一般男子　   タカギＳＴ　Ａ
一般女子　   takagi swim team
100Ｍ自由形
小学生男子　佐野太優
小学生女子　加藤夢徠
中学生男子　石本雄也
小学生女子　後藤さやか
一般（29 歳以下）男子　 長谷川創星
一般（40 歳代）男子　　 尾関浩二
100Ｍ平泳ぎ
小学生男子　永柄陽生
中学生男子　松浦亮人
中学生女子　村上果那
一般（29 歳以下）男子　 堀本凛太郎
一般（29 歳以下）女子　 青山華子
一般（40 歳代）男子　　 渕上　卓
100Ｍ背泳ぎ
小学生男子　永柄楓生

中学生男子　永柄滉生
中学生女子　石畑遥菜
一般（29 歳以下）男子　大野祐司
一般（29 歳以下）女子　稲垣茉織
100Ｍバタフライ
小学生男子　大海慶悟
中学生男子　深町玲樹
中学生女子　尾関喬音
一般（29 歳以下）男子　森島寬雄
一般（30 歳代）　男子　  熊﨑宏治
200Ｍフリーリレー
小学生男子　タカギＳＴジュニア
小学生女子　タカギＳＴジュニア
中学生男子　城東中Ａ
中学生女子　犬山中Ａ
一般男子　　タカギＳＴ Ａ
一般女子　   takagi swim team　

大会結果
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催し物ガイド
　　

　

皆
さ
ん
、
今
年
も
年
末
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
ね
。
今
年
の
12
月

号
で
は
、
ド
イ
ツ
の
ク
リ
ス
マ
ス

で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
（
い
わ
ゆ

る
建
国
記
念
日
）
で
あ
る
ド
イ
ツ

統
一
記
念
日
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

東
西
ド
イ
ツ
が
統
一
し
た
の
は

1
9
9
0
年
10
月
3
日
、
つ
ま
り

今
か
ら
26
年
前
の
話
で
す
。
ド
イ

ツ
連
邦
共
和
国
に
と
っ
て
、
と
て

も
大
事
な
祝
日
で
、
在
日
本
ド
イ

ツ
大
使
館
・
ド
イ
ツ
総
領
事
館
で

も
こ
の
日
に
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
統
一
の
日
は
ド
イ
ツ
の

歴
史
に
お
い
て
最
も
暗
い
歴
史
の

終
わ
り
で
あ
り
、
統
一
と
自
由
を

象
徴
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
敗
戦
国

だ
っ
た
ド
イ
ツ
の
首
都
ベ
ル
リ
ン

が
東
西
に
分
割
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
1
9
4
9
年
に
ボ
ン
を
首
都

と
し
て
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
西

ド
イ
ツ
）
が
成
立
し
、
ベ
ル
リ
ン

東
側
を
首
都
と
し
て
ド
イ
ツ
民
主

共
和
国
（
東
ド
イ
ツ
）
が
成
立
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
東
西
ド
イ
ツ

が
成
立
し
て
か
ら
西
ベ
ル
リ
ン
と

東
ベ
ル
リ
ン
の
間
以
外
、
国
境
が

閉
鎖
さ
れ
、
自
由
を
制
限
さ
れ
た

東
ド
イ
ツ
の
人
た
ち
が
自
由
な
西

へ
逃
れ
る
た
め
に
は
西
ベ
ル
リ
ン

へ
渡
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
逃
亡
を
防
ぐ
た
め
に
壁

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
ド
イ

ツ
分
断
の
象
徴
と
な
っ
た
ベ
ル
リ

ン
の
壁
で
す
。
1
9
8
9
年
11
月

9
日
の
夜
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩

壊
す
る
ま
で
の
間
、
東
ド
イ
ツ
の

人
々
は
厳
し
い
制
度
の
中
に
縛
り

つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
壁
が
崩

壊
し
た
日
を
記
念
日
に
す
る
と
い

う
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
反
ユ
ダ

ヤ
主
義
暴
動
が
あ
っ
た
水
晶
の
夜

も
11
月
9
日
だ
っ
た
う
え
に
、
壁

崩
壊
後
、
統
一
す
る
ま
で
に
1
年

か
か
り
、
1
9
9
0
年
10
月
3
日

に
初
め
て
ド
イ
ツ
再
統
一
が
祝
わ

れ
、
そ
の
日
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
去
年
青
少
年
海
外
派
遣

事
業
で
市
内
中
学
生
を
ド
イ
ツ
に

連
れ
て
い
っ
た
と
き
に
、
ド
イ
ツ

分
断
の
頃
に
東
ド
イ
ツ
に
住
ん
で

い
た
経
験
の
あ
る
独
日
協
会
の
会

員
か
ら
そ
の
頃
の
経
験
談
を
聞
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
自
由
に
西

ド
イ
ツ
に
行
け
な
か
っ
た
こ
と
も

大
変
で
し
た
が
、
友
達
が
あ
る
日

か
ら
突
然
い
な
く
な
っ
て
、
ど
こ

に
行
っ
た
か
分
か
ら
な
い
、
連
絡

が
取
れ
な
い
と
い
う
悲
し
い
話
を

聞
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
壁
が
崩

壊
し
て
か
ら
は
「
と
に
か
く
旅
行

が
し
た
い
！
」
と
い
う
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
20
代
で
あ

る
私
の
世
代
に
は
な
か
な
か
想
像

も
で
き
な
い
話
で
す
。

　

今
年
の
10
月
に
も
中
学
生
を
連

れ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
に
は
、
そ
う
い
っ
た
負
の
歴

史
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
、
た

く
さ
ん
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
現
地
に
行
く
の
が
と

て
も
大
切
で
す
。
派
遣
事
業
の
い

い
と
こ
ろ
は
、
異
文
化
を
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ
で
す
。
異
文
化
へ
の
理

解
は
平
和
に
つ
な
が
る
の
で
と
て

も
大
事
な
こ
と
で
す
。

　

ド
イ
ツ
統
一
記
念
日
が
ド
イ
ツ

連
邦
共
和
国
に
と
っ
て
一
年
の
中

で
と
て
も
大
切
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
よ
う
に
、
私
に
と
っ
て
こ
の
青

少
年
派
遣
事
業
が
と
て
も
素
敵
な

イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
も
、
仕
事
で
も
、
プ

●
手
づ
く
り
ニ
ッ
ト
作
品
展

▼
と
き　

12
月
17
日
㊏
〜
20
日
㊋

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
日

は
午
後
4
時
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

犬
山
国
際
観
光
セ
ン

タ
ー
フ
ロ
イ
デ
2
階　

▼
内
容　

約
1
0
0
点
の
作
品
展　

▼
問
合

せ
先　

佐
藤（
☎
62
・
３５７３



）

●
坂
下
青
壮
年
会
「
防
犯
・
火
の

用
心
」
活
動

▼
と
き　

12
月
18
日
㊐
〜
25
日
㊐

午
後
9
時
〜
1
時
間
程
度　

▼
集

合
場
所　

井
堀
町
集
会
所　

▼
問

　

国
際
交
流
員
の
関
わ
る
イ
ベ
ン

ト
や
業
務
の
情
報
を
メ
ー
ル
で
発

信
し
ま
す
！
リ
ス
ト
へ
の
登
録
は

も
ち
ろ
ん
無
料
で
す
。
登
録
さ
れ

る
と
、
国
際
交
流
員
や
イ
ベ
ン
ト

事
務
局
か
ら
直
接
、
お
知
ら
せ
や

イ
ベ
ン
ト
の
案
内
が
配
信
さ
れ
ま

す
。

▼
登
録
方
法　

件
名
に
「
国
際
交

流
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
登
録
」、

本
文
に
氏
名
を
記
入
の
う
え
、

cir＠
city.inuyam

a.lg.jp

に
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。
送
信
元
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
目
的
以

外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先　

観
光
交
流
課
（
☎

44
・
0
3
4
3
）

テレビ　中部ケーブルネットワーク　12ch
避難所開設案内、警報などの放送

犬山市ホームページ
市内の気象情報・雨量・
河川水位などを検索

犬山市安心情報メール
登録は空メール送信か、QRコード（右）を読込んでください。
t-inuyama-anshin@sg-m.jp（空メール用送信アドレス）

災害情報は
ここから⇒

【市民文化会館】☎67・2411
【南部公民館】☎68・08341月

※都合により、開場・開演時間が変更になることがあります。

●平日窓口延長
毎月第1・第3火曜日
（12/20・1/17）午後7時まで
※�市民課窓口で住民票の写し・戸籍・印鑑登録証
明書の発行、印鑑登録、転入届・転出届の受付、
マイナンバーカードの交付を行っています。

●日曜市役所
毎月第2・第4日曜日
（12/25・1/8・1/22）午前9時〜正午
※�市民課窓口で住民票の写し・戸籍・印鑑
登録証明書の発行、印鑑登録、マイナン
バーカードの交付を行っています。

●休日納税相談窓口
毎月第2・第4日曜日
（12/25・1/8・1/22）午前9時〜正午
※�納税相談は事前に予約してください。
収納課（☎44・0316、44・0317）

日 曜 催し物タイトル 会場 時間 入場料 問合せ先

28 ㊏
市民総合大学敬道館文学部
講師：古典文学研究家　勝典子氏
演題：石川啄木〜実生活の三行詩〜

南部公民館講堂 開場13：00
開演13：30

受講料
必要

文化スポーツ課
☎44・0353

下水道事業受益者負担金　3期
納期限：12月26日㊊

最寄りの金融機関・
市役所・出張所で

納付をお願いします。

▼問合せ先　下水道課（☎44・0337）

◎市税などの納期限は以下のとおりです
　納付は、金融機関、コンビニ及び市役所・出張所でお願いします。

○市税などの納付は口座振替で
　口座振替の場合は納期限が振替日となりますので、前日までに用
意してください。

▼問合せ先　収納課（☎44・0316）

科　　目 納 期 限
固定資産税・都市計画税 3期

12月26日㊊国民健康保険税 7期
介護保険料 9期
後期高齢者医療保険料 5期

今 年 の 主 な 出 来 事
1
月
4
日　

�

新
年
交
礼
会
・
叙
勲
受
賞
者

祝
賀
会

　
　

10
日　

新
成
人
の
集
い

　
　

同
日　

市
消
防
出
初
式

　
　

30
日　

�

犬
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

2
月
3
日　

�

地
方
創
生
に
か
か
る
包
括
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定

（
市
・
商
工
会
議
所
・
金
融

機
関
）

　
　

6
日　

�

今
井
切き

り
ふ
さ
ぎ塞

多
目
的
広
場
オ
ー

プ
ン

　
　

14
日　

�

第
34
回
犬
山
国
際
友
好
シ

テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

　
　

28
日　

�

第
38
回
読
売
犬
山
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン

3
月
1
日　

�

春
の
犬
山
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
〜
5
月
31
日
）

　
　

13
日　

大
縣
神
社
豊
年
祭

4
月
1
日　

�

尾
張
中
北
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
（
小
牧
）
オ
ー
プ
ン

　
　

1
日　

�

子
ど
も
医
療
拡
大
（
中
学
生

ま
で
全
額
助
成
）

　
　

1
日　

�

犬
山
市
役
所
機
構
改
革
に
よ

り
組
織
再
編

　
　

2
日　

犬
山
祭
（
〜
3
日
）

5
月
1
日　

�

赤
十
字
運
動
月
間（
〜
31
日
）

　
　

5
日　

桃
太
郎
ま
つ
り

　
　

22
日　

市
消
防
団
観
閲
式

6
月
1
日　

�

木
曽
川
う
か
い
開
幕
（
〜
10

月
15
日
）

　
　

4
日　

犬
山
踊
芸
祭
（
〜
5
日
）

　
　

18
日　

文
協
ま
つ
り
（
〜
23
日
）

　
　

25
日　

�

い
ぬ
や
ま
環
境
フ
ェ
ア
（
〜

7
月
1
日
）

7
月
9
日　

�

市
体
育
館（
エ
ナ
ジ
ー
サ
ポ
ー

ト
ア
リ
ー
ナ
）
オ
ー
プ
ン

　
　

10
日　

参
議
院
議
員
選
挙

8
月
7
日　

石
上
祭

　
　

10
日　

�
第
37
回
日
本
ラ
イ
ン
夏
ま
つ

り
納
涼
花
火
大
会

9
月
12
日　

�

75
歳
の
つ
ど
い
（
〜
16
日
）

　
　

17
日　

�

秋
の
犬
山
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
〜
12
月
4
日
）

　
　

18
日　

�

市
総
合
防
災
訓
練
（
羽
黒
小

学
校
）

　
　

29
日　

�

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
祝
・
金
婚
祝

10
月
2
日　

市
民
芸
能
祭

　
　

2
日　

市
消
防
団
操
法
大
会

　
　

8
日　

�

わ
い
わ
い
犬
山
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
〜
9
日
）

　
　

25
日　

市
民
展
（
〜
11
月
3
日
）

　
　

31
日　

�

犬
山
祭
・
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
勧
告

11
月
6
日　

秋
桜
健
康
福
祉
ま
つ
り

　
　

13
日　

�

あ
つ
ま
れ
い
ぬ
や
ま
っ
こ
！

う
き
う
き
大
行
進

　
　

27
日　

市
民
音
楽
祭

12
月
11
日　

フ
ロ
イ
デ
ま
つ
り

ジ
ャ
ッ
キ
ー
の

つ
れ
づ
れ
日
記

国
際
交
流
員
の
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

⑯

合
せ
先　

防
犯
火
の
用
心
委
員
長

石
田
（
☎
090
・
6
3
5
2
・
４
４

２８


●
ぬ
く
森
　
餅
つ
き
大
会

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

12
月
27
日
㊋

午
後
2
時
〜
3
時
30
分
＝
ぬ
く

森
・
第
二　

12
月
28
日
㊌
午
後
2

時
〜
3
時
30
分
＝
ぬ
く
森　

▼
問

合
せ
先　

ぬ
く
森
（
☎
65
・
１
５

００

）　

ぬ
く
森
・
第
二
（
☎

68
・
3
1
0
0
）

◇　

◇　

◇

2
月
15
日
号
の
締
め
切
り
は
1
月

5
日
㊍
、
3
月
1
日
号
の
締
め
切

り
は
1
月
20
日
㊎
。

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
こ
の
一
年
間

で
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
来
年
は
ど
ん
な
年
に

な
る
か
楽
し
み
で
す
ね
。
皆
さ
ん

に
と
っ
て
素
敵
な
一
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。
よ
い
お
年
を
！

ド
イ
ツ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー

▲�日独のお互いの文化にふれあいました。
　（10月25日ザンクトゴアルスハウゼン市
　  ローレライ学校にて）

いただきます！

ドイツの
代表的なパン
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年末年始の業務のご案内

※さら・さくらの湯の 1 /2.3の営業時間は、午前10時〜午後 5時30分までです。詳しくは、広報12月 1 日号15ページを見てください。
※児童センター（館）内で実施している児童クラブは12/28まで開設します。
※楽田ふれあいセンターの12/28〜 1 / 3 の開館時間は、午前 9時〜午後 6時までです。
※�市立図書館休館中の図書の返却は、正面玄関横のブックポストを利用してください。（CD、ビデオ、DVDなどの視聴覚資料は返却で
きません。）

■年末年始の業務日程は、表のとおりです。
　（青色がお休み）
■�市役所・出張所業務は、12/29〜 1 / 3 がお休みです。必要な
手続きは早めに済ませてください。出生・婚姻・死亡など戸
籍に関する届け出は、市役所日直室（正面玄関右手通用口）
で受け付けします。

■�市公共駐車場は年末年始を通して利用
できます。

■�ごみ収集の休業日は、可燃ごみ＝
12/31〜 1 / 3 、不燃ごみ・資源物など
＝12/29〜 1 / 3 です。詳しくは、広報
12月 1 日号19ページを見てください。

施設名 問合せ先 12月
26日㊊ 27日㊋ 28日㊌ 29日㊍ 30日㊎ 31日㊏

1月
1日㊗ 2日㊊ 3日㊋ 4日㊌ 5日㊍

市民健康館
さら・さくら

さら・さくらの湯※ ☎63・3810

つどいの広場 ☎63・3817

健康推進事業など 健康推進課
（☎63・3800）

保健センター ☎61・1176

子育て支援センター
子ども未来課�
（☎44・0322）

児童センター（館）※

福祉会館 ☎61・4611

身障者活動センター「ふれんど」 福祉課�
（☎44・0321）

老人憩いの家・老人福祉センター 長寿社会課�
（☎44・0325）

犬山国際観光センター「フロイデ」 ☎61・1000

しみんてい ☎61・7710

楽田ふれあいセンター※ ☎69・2722

市民文化会館 ☎67・2411

公民館・学習等供用施設

文化スポーツ課�
（☎44・0353）

勤労青少年ホーム

市体育館・多目的スポーツ広場

武道館・野外活動センター・体育
センター・山ノ田公園（野球場・
テニスコート）・木曽川犬山緑地

市立図書館※・楽田ふれあい図書館 市立図書館�
（☎62・6300）

犬山城 ☎61・1711

文化史料館 ☎62・4802

どんでん館 ☎65・1728

旧磯部家住宅 ☎65・3444

犬山里山学センター ☎65・2121

コミュニティバス 地域安全課�
（☎44・0347）

■
消
防
団
年
末
夜
警

　

年
の
瀬
を
控
え
慌
た
だ
し
く
な

る
時
期
に
、
火
気
を
使
用
す
る
機

会
が
多
く
な
り
、
火
災
の
発
生
頻

度
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
と
火

災
発
生
時
に
お
け
る
初
動
体
制
を

万
全
に
す
る
た
め
消
防
団
に
よ
る

年
末
夜
警
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
29
日
㊍
・
30
日
㊎

午
後
7
時
〜
翌
朝
5
時　

▼
問
合

せ
先　

消
防
本
部
消
防
総
務
課

（
☎
65
・
３１２２



）

　

こ
た
つ
で
就
寝
し
朝
起
き
る

と
、足
の
指
か
ら
出
血
し
て
お
り
、

や
け
ど
に
気
づ
い
た
。
左
足
の
親

指
と
人
差
し
指
を
切
断
し
、
中
指

は
皮
膚
移
植
を
行
う
ほ
ど
の
重
症

だ
っ
た
。（
70
代　

男
性
）

　

腰
に
カ
イ
ロ
を
貼
り
、
電
気
毛

布
の
ス
イ
ッ
チ
を
つ
け
た
ま
ま
就

寝
し
た
。
翌
朝
カ
イ
ロ
を
は
が
す

と
「
痛
が
ゆ
さ
」
が
あ
っ
た
の
で

皮
膚
科
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
皮

が
む
け
て
お
り
皮
膚
の
深
い
部
分

ま
で
や
け
ど
を
し
て
い
る
と
言
わ

れ
た
。（
70
代　

女
性
）

ア
ド
バ
イ
ス

　

カ
イ
ロ
や
こ
た
つ
、
電
気
毛
布

な
ど
、
暖
か
く
感
じ
る
程
度
の
温

度
で
も
、
長
時
間
皮
膚
が
接
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
「
低
温
や
け
ど
」

が
起
き
ま
す
。
高
齢
者
は
若
年
者

に
比
べ
て
皮
膚
が
薄
く
、
運
動
機

能
や
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る

た
め
、
重
症
と
な
り
や
す
く
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

低
温
や
け
ど
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
長
時
間
同
じ
部
位
を
温
め
な

い
こ
と
が
重
要
で
す
。
低
温
や
け

ど
は
痛
み
も
少
な
く
、
一
見
軽
そ

う
で
も
、
見
た
目
よ
り
重
症
の
場

合
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
無
料
相
談

○
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
市
消

費
生
活
相
談　

㊊
〜
㊍
午
後
1
時

〜
5
時
（
市
役
所
1
階
相
談
室
☎

44
・
0
3
9
8
相
談
時
間
内
の

み
）
※
㊗
、
12
月
29
日
〜
1
月
3

日
は
休
み

○
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
県
消

費
生
活
相
談　

㊊
〜
㊎
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
30
分
（
尾
張
消
費
生

活
相
談
室
☎
0
5
8
6
・
71
・

0
9
9
9
）
※
㊗
、
12
月
29
日
〜

1
月
3
日
は
休
み

○
弁
護
士
に
よ
る
消
費
生
活
法
律

相
談　

毎
月
第
3
㊎
午
後
1
時
〜

4
時
（
市
役
所
2
階
2
0
4
会
議

室　

要
予
約
：
産
業
課
☎
44
・

0
3
4
0
）

※
消
費
者
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

注
意
喚
起
等
の
情
報
が
あ
り
ま
す

（http://w
w
w
.caa.go.jp/

）

■年末年始の児童虐待に関する情報提供
☎61・6288

■休日・平日時間外の水道緊急時
連絡先　白山浄水場（☎61・1260）

※年末年始に備えて、かかりつけ医や最寄りの医療機関の診療日時を確認しておきましょう。

■救急医療の案内
○救急医療情報センター（☎81・1133）
　　24時間365日体制で、電話で医療機関の案内を行っています。
○救急医療情報システム
　　http://www.qq.pref.aichi.jp/（ 5 か国語対応）
　　インターネットで受診可能な医療機関を検索できます。
○小児救急電話相談（☎＃8000か、☎052・962・9900）
　　夜間に医療相談が受けられます。
　　★受付時間／午後 7時〜翌朝 8時までの毎日

■休日歯科診療
電話受付時間：午前 9 時30分〜11時30分

と  き 病・医院名 電　話

12月18日㊐ 植月歯科クリニック�（扶桑・高雄天道） 0587・93・8180
12月23日㊗ キトウ歯科医院�（富岡新町一丁目） 62・2580
12月25日㊐ 阿部歯科医院� （時迫間） 62・7818

※（所在地）は、市町・大字小字にて表記

■年末年始の急な歯痛は！
診療時間：午前 9 時〜正午

と  き 病・医院名 電　話

12月30日㊎ 山村歯科クリニック�（丸山天白町）
羽根西ファミリー歯科�（扶桑・高雄米ノ山）

65・1333
0587・93・7669

12月31日㊏ ごろうまる歯科� （五郎丸） 62・0101
1 月 1 日㊗ 青木歯科医院�（扶桑・高雄定松） 0587・93・3388
1 月 2 日㊊ かみの歯科�（上坂町四丁目） 65・4860
1 月 3 日㊋ わだち歯科クリニック�（扶桑・高木白山前） 0587・93・6777

※（所在地）は、市町・大字小字にて表記
※年間当番表
　市HP http://www.city.inuyama.aichi.jp/kurashi/iryo/1002705.html

■休日（昼間）診療
犬山市休日急病診療所（国道41号五郎丸交差点東へ300m）
内科・外科（犬山市五郎丸東1-70　☎62・8100）
受付時間：午前 8時30分〜11時30分（診療は午前 9時から）
　　　　　午後 1時30分〜 4時15分（診療は午後 2時から）

■休日（夜間）診療
診療時間：午後 5 時〜 8 時

と  き 病・医院名 電　話

12月18日㊐
岡部医院� （内田）
ふなびきクリニック� （前原）

62・7121
62・8811

12月23日㊗
樹クリニック� （上坂）
さとし眼科クリニック� （成海南）

62・3101
68・3104

12月25日㊐
黒川すこやかクリニック� （下大本町）
竹内整形外科クリニック� （専正寺町）

61・0083
61・7311

12月31日㊏
村上内科� （丸山）
たくや整形外科� （小針）

62・2201
69・1800

1 月 1 日㊗
城南クリニック� （出来町）
松村クリニック� （上坂）

61・0132
61・1488

1 月 2 日㊊
安藤医院� （西新道）
こばやし眼科� （富士見町）

61・0316
62・7278

1 月 3 日㊋
安藤クリニック� （塔野地）
石原外科� （橋爪上）

62・8881
62・2855

上段は内科系、下段は外科系（急病以外はご遠慮ください）
※年間当番表
　市HP http://www.city.inuyama.aichi.jp/kurashi/iryo/1000647.html

低
温
や
け
ど
に

　　　　　ご
用
心

消
費
生
活
相
談
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山
田
電
機
製
造
株
式
会
社
　
犬
山
工
場

　わんぱくで明るく、
何にでも興味を持つ
性格。皆さん、どう
ぞよろしく。

編集後記

◆
所
在
地

　

犬
山
市
大
字
羽
黒
字
桜
海
道
25

−

6

◆
事
業
内
容

　

自
動
制
御
電
気
機
器
の
開
発
・

製
造
・
販
売
等

◆
歴
史
・
沿
革

　

昭
和
23
年
、
名
古
屋
市
に
山
田

電
機
製
作
所
を
設
立
、
昭
和
33
年

に
山
田
電
機
製
造
㈱
へ
名
称
・
組

織
変
更
。
犬
山
工
場
は
、
昭
和
39

年
、
青
塚
に
て
操
業
を
開
始
し
た

後
、
昭
和
44
年
に
現
在
地
へ
移
転

し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
本
社
、

犬
山
工
場
に
加
え
、マ
レ
ー
シ
ア
、

中
国
に
も
拠
点
を
構
え
て
い
ま
す
。

◆
犬
山
工
場
の
製
品

　

犬
山
工
場
で
は
、
給
水
ポ
ン
プ

の
O
N
/
O
F
F
を
自
動
で
切
り

替
え
る
圧
力
ス
イ
ッ
チ
、
ポ
ン
プ

の
強
弱
を
自
動
調
整
す
る
ポ
ン
プ

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
中
心
に
取
り

扱
っ
て
お
り
、
家
庭
用
に
限
定
す

れ
ば
、
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
取
引

先
で
あ
る
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
の
要

求
を
満
た
す
装
置
の
開
発
か
ら
販

売
ま
で
を
、
一
貫
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
70
年
続
く
品
質
へ
の
追
求

　

当
社
の
前
身
は
、
ス
イ
ッ
チ

メ
ー
カ
ー
の
販
売
代
理
店
で
す

が
、
製
品
の
品
質
に
問
題
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
自
分
た
ち
で
手
直

し
を
行
い
納
品
し
て
い
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
が
廃
業
し
た
た
め
、
自

社
で
製
造
を
開
始
し
ま
し
た
が
、

「
自
分
た
ち
が
納
得
で
き
る
水
準

以
上
の
品
質
の
物
し
か
納
め
な

い
」
と
い
う
信
念
が
当
社
の
根
底

に
生
き
続
け
て
お
り
、
全
社
を
挙

げ
て
品
質
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

◆
今
後
の
展
望

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
す

ぐ
で
き
る
」
と
い
う
当
社
の
強
み

を
活
か
し
、
大
企
業
が
手
を
出
し

に
く
い
市
場
に
特
化
、
そ
こ
で
専

門
技
術
を
極
め
る
こ
と
で
、
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
企
業
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
対
応
す
る
た
め
、
既
に
進

出
を
果
た
し
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア

だ
け
で
な
く
、今
後
は
北
米
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
市
場
へ
も
参
入
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

産
業
課
（
☎
44
・

0
3
4
0
）

インターネットホームページアドレス　http://www.city.inuyama.aichi.jp/
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発行　犬山市役所　〒484‐8501　愛知県犬山市大字犬山字東畑36	 ☎0568〈61〉1800㈹
編集　経営部企画広報課	 ☎0568〈44〉0311　

QRコード

304

秋 の ふ れ あ い 自 然 観 察 会
（11月13日）

今
年
で
5
年
目
と
な
る
東
京
大
学
犬

山
研
究
林
内
で
の
自
然
観
察
会
。木
々

の
黄
、赤
の
見
事
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
。踏
み
し
め
る
た
び
、冬
の
訪
れ
を

感
じ
さ
せ
る
落
ち
葉
の
絨
毯
。参
加
者

た
ち
は
、再
生
し
た
森
の
中
で
豊
か
な

自
然
を
体
感
で
き
ま
し
た
。

　今回初めて、「広報いぬやま」を日本語以外で表記してみまし
た。自治体発行の「広報」というものが、市内在住外国人の母国
のほとんどで、文化として無いそうです。
　みなさんも、外国で日本語を目にすると妙にうれしいし、思わ

ず、目にとめてしまいませんか？外国籍市民の方に、「広報というものがあるんだ」と気づ
いてもらえるといいのですが。それでは、来年もみなさんにとって、良き年でありますよ
うに。（め） Chúc mừng năm mới!（チュック　ムン　ナム　モーイ）

平成28年12月15日号

65 優良品をもって社会に貢献する

圧力スイッチ（上）と
ポンプコントローラー（下）

笑顔のステキな菜々子ちゃ
ん。その笑顔で元気いっぱ
いかわいく育ってネ。

澤木菜々子ちゃん
（富士見町）

平成27年12月19日生まれ

これからもお姉ちゃんと仲
良く元気いっぱいに育って
ね。

西村徳
とく

真
ま

ちゃん
（四季の丘）

平成27年12月25日生まれ

※�広報いぬやまに掲載されているホームページアドレスからの各種情報の入手については、犬山市役所企画広報課及び市内各出張所に
おいて、印刷・配布サービスを行っておりますので、ご利用ください。


